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第23回全国高等学校バドミントン選手権大会
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期 日  昭和47年 8月 111(火 )～ 8月 611(日 )

′ヽ 7,=・ ´
"
第 1会場

第 2会場

第 3会場

第 4会場

第 5会場

新 庄 市 体 育 館

県立新 庄 工 業 高 等学 校

県立新 庄 農 業 高 等学 校

県立 新 庄 南 高 等 学 校

新 庄 市 立 新 庄 中 学 校

主    管 全国高等学校体育連盟バ ドミン トン部

山 形 県 高 等 学 校 体 育 迪 盟

山 形 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

新 庄 市 バ ド ミ ン ト ン 協 会

7月 28日 0公
7月 29日 仕)

7月 30日 (日)

7月 31日 (月)

8月 1日 ω

8'12日

"8月 3日 困

り14日

“

勝

り15日 (1)

月6日 (H)

大  会 順 序
13:30～ 16:30

9 :30～ 16:30

9 :30～ 17:30

7 :30～ 16:30

式 練 習

全国高体連バドミントン部常任委員会議
17:00～

公 式 練 習   7:30～ 12:30
全国高体連バドミントン部
専門部長 委員長会議 9:00～
監督 主将会議    12:30～
バドミントン競技開会式14:55～

競技第 1日 学校対抗(第 1～ 3回戦) 8:30
競技第 2日 学校対抗(準 決々～決勝戦)8:30
学校対抗表彰式           17:00
競技第3日 個人戦複(第 1～準 決々勝)8:30
競技第4ロ イ‖人戦単(第 1～準 決々勝)8:30
競技第5日 1‖ 人 戦(準 決・決勝戦)8:30
閉 会 式             13:00

′′

′′

′′

新 庄 北 高
′′

全練習会場
′′

三 光 合

全練習会場

中央公民館

第 1会 場
第 1～ 5会場

第 1会 場

只
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）

め
０

第1～ 5会場

第 1～ 5会場

番 1会 場
第 1会 場
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イ ンター ハ イ と高 体 連 マ ー ク につ い て

全国高等学校総 合体育大会 は、長 い間 、種 日別選手権 大会 として全国各地 で
パ ラ

バ ラに開催 され てい ま したが、昭和 38年度 よ り従 来の大会 を同一地 区内 で ま とめ て

行 う よ うにな り、名称 も全国高等学校総 合体育 大会 と呼 ぶ よ うにな りま した。

全国高等学校総合体育大会 は、イ ンターハ イス クール ミー ト(Inter High School

Meet)で 、高等学校 間 にお け る対抗競技 の意味 であ り、現 在 日本 では全国高等学校

選 手権大会 の こ とをインターハ イ と略 して呼 んでお ります。

またこの大会 には、図のようなマークが使用 されてお

りますが、これは全国高等学校体育連盟つ まり高体連 の

マー クで、その由来は次の とお りです。

このマークは、全国高体連が発足 して‖口見もな く作成 さ

れたもので、若人の力 と技 と明朗 な精神 を表徴す るもの

です。競技は力であ り、進歩は技の練磨 にまつ、競技者

はこれ をつつむに明朗 な精神 をもたなければな りませ ん。

高体連のマー クを構成 している三つのKは紅 によって浮 き出され、若人の情熱 を

示す次のような ドイツ語の頭文字 をとったものです。

力 KRAET    技:   KUARHEIT    明朗 な精神   KLARHEIT

このマー クは、高体連旗 となって、全国大会は もちろんのこと、高体連の主催 に

よる大会 には必ず会場 にみかけることでしょう。
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式 典 要 領

(1)バ ドミン トン競技 開会式 く3月 1日 ∞  新庄市体育館〉

川貞「r 次 第 時  刻 (1:i 考

開 F号 13:30

入 場 締 切 14:30

役 員選手 団集 合開始 14:30

役員選手団集合完了 14:55

14:55

´
０ 開 式 通 告 77:/77*V
役員選手団入場開始 14:57 行  進  曲

０
● 役 員選手団入場完了 15:10

田  △  合  三ヨ
日」 = 

●・  ロ 15:10 フ ァ ン フ ァ ー レ

10 国旗・大会旗 ・市旗掲揚 15:11 君   が  代

11 賜杯 ・優 勝杯 返還 15:13 得   賞   歌

12 高体連 の歌合唱 15:16

13 大会会長 あいさつ 15:18 大 会 会 長

14 15:21 県 協 会 長

15

16

祝 い の こ と ば 15:24 県  知  事

歓 迎 の こ と ば 15'27 新庄市長・生徒代表

17 山 形 県 民 歌 15:33

選手代表・ ファンファー レ18 選 手 代 表 宣 言 15:35

19 大 会 議 歌 15:36

20 閉 式 通 告 15:39 1-r >17-V

21 役 員選手 団退場 15:40 行   進   |‖ l

22 終 了 15:55

順 序 次 第 イi‖肯 考

役 員選手団集合

フ ァ ン フ ァ ー レ

成 績 発 表 競 技 委 員 長

表 彰 大会会長・得  賞  歌

閉

(3)バ ドミン トン競技閉会式

順 序 次 第 備 考

開 式 通 告

役 員選 手 団 入場 行   進   曲
成 半貞 発 表

表 彰

競 技 委 員 長

大会会長・得  賞  歌

大 会会長 あい さつ

歓 送 の こ と ば 新  庄  節
国旗・大会旗 ・市旗降納

０
０ 閉 会 宣 言 フ ァ ン フ ァ ー レ

閉  式  通
10 役 員選 手 団退場 蛍   の  光

(2)′｀ドミン トン競技 、学校対抗表彰式 く8月 6日 (日)新庄市体育館〉

く8月 3日 (恭 新庄市体育館〉

F■

式 典 準 備 完 了

14:56

県協 会長 あ い さつ

開
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あ い さ つ

全国高等学校体育連盟会長

大会会長 岸  田  文  男

昭和 47年度 全国高等学校総 合体 育大会 夏季大会 が、関

係 各位 の ご協 力 とご援助 によ り、山形 県 をは じめ福 島、

宮城 、岩 手 、神奈 川、茨城 、東京の一都六 県 にわたって

盛大 に開催 され ます こ とは、高等学校体育 の振興 の ため

まこ とに喜 ば しいこ とと感謝 にたぇ ませ ん。

と くに本大会 に親 しく皇太子殿下 、同妃殿下 の ご臨席

をいただ きます こ とは、われ われ に とって無上 の光栄 で

あ り、殿下 の ご激励 にこたえるため に も、本大会 が立派

な成果 を収 め るよ う、最大 の努 力 をつ くさねば な らない

と存 します。

本大会 は高等学校 の生徒 諸君 が、 日ごろ学校 の体育活

動 を通 して習得 した成果 を発表 す る貴重 な場 であ り、 ま

た全国各地 か ら参集 した諸君 の、相互 に理解 を深 め親善

をはか るまた とない機 会 で もあ ります。

優勝 の栄光 は貴重 な もの であ ります が、それ に もま し

て貴重 なものは、競 技 を通 して得 られ る体験 であ り、そ

れ が生徒 諸君 の将来へ の成長 の糧 となるこ とと信 します。

高体連 のマー クの示 す 「力 と技 と明朗 な精神」 を身 をも

ってイ本りlし 、IE々 堂 々 と潮需支す るこ とか ら得 られ る、 日

本 の高校 生 としての友情 と連帯感 を、本大会 の最 大 の成

果 として全国各地 に持 ち帰 って くれ るこ とを期待 します。

おわ りに、本大会 の開催 にいた るまでに、地元 の方 々

お よび関係諸団体 の払 われ たご尽 力 ご援 助 に対 し、心 か

ら感謝 申 し上 げ る とともに、平素 の生徒 の指導 に 日夜努

力 をいただいている諸先生 に衷心 よ り敬意 を表 す る次第

であ ります。

■ :

L
「
「

ノ

L_



祝 辞

文部大臣 稲  葉    修
皇太子殿下 な らびに同妃殿下 の御臨席 の下 に、全 国各

地 よ り2万 3千余 の高等学校生徒 諸君 の参加 を得 て、昭

和 47年度全国高等学校総 合体育大会 が、本 日か ら山形 市

をは じめ 、各地 の会場 にお いて盛大 に開催 され る運 び と

な りま したこ とは、 まこ とに よろ こびに耐 えませ ん。

この大会 は、高等学校生徒 諸君 が、 日頃 か ら実践 して

きたスポー ツ活動 の成果 を全国 の友 と競 い合 い、その よ

ろ こび を分 ち合 う高等学校体育 界 の一大祭典 であ ります。

精神 的 に も、内体的 に も発達 の著 しい年代 にあ る諸君 が、

ひたす らに自己 を練磨す るこ とに よって た 〈ましい体 力

と旺盛 な気 力 を養 い、次代 を担 う若人 として成長 され る

こ とは、 たの もしいか ざりであ り、その意味 にお いて、

本大会 の意義 は まこ とに深 い ものがあ ります。

全 国の高等学校生徒 の中か ら選 ばれ て出場 の栄誉 をに

なわれ た諸君 は、 スポー ツマ ン精神 にの っ とり、正 々堂

々充実 した競 技 を展開 す る とともに、競 技 を通 してお互

いの友情 を培 われ るよ う希望 します。

お わ りにこの大会 の準備 運営 に ご尽 力 くだ さった関係

各位 、 また地元 当局 の方 々に深 く敬意 を表 し、あわせ て

本大会 の成功 を祈 ってお祝 いの こ とば といた します。

ヽ

′

ア

ヽ
ヽ

ヽ峰 a

o■

』
Ｐ
Ｌ



あ い さつ

日本バ ドミントン協会

会 長 本 田  弘 敏

全国津々浦々より巌 しい予選 に勝 ちのこり、母校の名誉

をになって集 まった 1,300余名の選手諸君 と大会役員の

方 々をお迎 え して、昭和47年度全国高等学校総合体育大

会、高松宮・同妃賜杯第23回全国高等学校バ ドミン トン

選手権大会が開催 され ますことは誠に意義深 く喜 びにた

ぇません。

スポーツは単 に勝敗 をきそうものでな く、スポーッを

通 してた くましい体力をつちかい、協調性 をや しない、

美 しい友情 を育 ててい くところに重要 な目的があると考

ぇられ ます。青春の季節 に花ひら 〈このインターハイが

諸君の人生にとって必ずや思い出深 い有意義 なもの とし

て実 を結ぶであろうことを信 してやみません。

申す までもな く、最近のパ ドミン トン競技の発展はめ

ざましく、世 界における日本バ ドミン トン協会の地位は

確 固たるものがあ り、特 に海外遠征のチャンスも数多 く

招来 しています。

このような時機 にバ ドミン トン癒騎支において、イ云統 を

誇 り、幾多の名選手 を輩出 した山形県で本大会が開催 さ

れ ますことは意義深いものがあ ります。

次代の 日本バ ドミン トン界をになう諸君が一堂に会 し

たこの機会 を生か して、 どうか持 てる力を十三 分に発揮

され、正 々堂々とスポーツマ ンシップにのっとり、その

技 と力 と心 をご披露 いただ くよう切望 してやみません。

最後に本大会開催のために多大のご理解 とご協力を賜

わ り、その準備 にご苦労 いただいた地元関係各位、大会

役員の方々に対 して心 から感謝の意 を表 してあいさつ と

いたします。
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歓 迎 の こ と ば

山形県知事

皇太子殿下 、同妃殿下のご臨席 を仰 ぎ、全国各地から

2万 3千名に達する選手諸君 を迎 えて、:'E和 47年度全国

高等学校総合体育大会が、山形県を主会場 として開催 さ

れ ますことは、 120万県民にとりまして最大の喜 びであ

り、県民各位 とともに心か ら歓迎 を申 しあげ ます。

全国から選ばれて出場の栄誉 をになわれた選手諸君に

は、最良のコンデションのもと、 日頃鍛 えられた技術 と

体力 を十三分 に発揮|さ れ ます とともに、お互いの親陸 と

友情 を培 っていただきたいと念願 いたしてお ります。

終 りに、本大会の開催 にあた り各方面か ら賜 りました

ご支援 、ご協力に対 し深 く感謝申 し上げ、重ねて選手諸

君のご健斗 をお祈 りいたしまして歓迎のことば といたし

ます。

安 孫 子 藤 吉
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とこの励敷

教 育 長 荒 木  修 一

皇太子 、皇太子妃 両殿下 のご臨場 を仰 ぎ、全 国各都 道

府 県か ら多数 の選 手 な らびに役 員 を迎 え、昭和 47年度全

国高等学校総 合体育大会 が、山形 県 を主会場 として、一

部六 県 にお いて盛大 に開催 され ます こ とは、本 県 スポー

ツ発展 の ため 、その意義 きわめ て大 き く、 まこ とに感激

にたたませ ん。

選 手諸君 には、高体連 の「力 と技 と明朗 な精神」 を象

徴 したシンポルマー クの もと、 日頃練磨 され た実 力 を遺

憾 な 〈発揮 し、スポー ツの栄光 と郷土 の名誉 の ため、最

善 の活躍 をされ るよ う期待 いた してやみ ませ ん。

本大会 の準備 運営 の万端 にわた りご支援 をいただ きま

した関係機関 団体 の ご厚意 に対 して も、未来 を荷 な う高

校生 として、 また、大会成否 の鍵 を握 る選手 としての 自

党 をもち、熱戦敢 斗 され て、充分報 い応 ぇ られ んこ とを

希望 いた します。

口 12



激 励 の こ と ば

山形県高等学校体育連盟

会  長 庄 司  善 助

皇太子殿下 な らびに同妃殿下 の御臨場 を仰 ぎ、か
つ て

御 父君陛
~ド
が 「海 に入 るまで

'蜀

らざ りけ り」 と訪くまれ た

最上 川の貫流す る山形 県 に、全国各都道府 県か ら高校
ス

ポー ッの精鋭 を迎 えて、昭和 47年度全 国高等学校総 合体

育大 会 が盛大 に開催 され ます こ とは、 まこ とに感激 の極

み であ ります。

選手諸君 は、緑 濃 い山 々の連 なる東北地方 の澄 み きっ

た大気 の もとで、わが高体連 の掲 げ る 3Kの マー クにふ

さわ しい高校 スポー ッの真髄 を存分 に展開 せ られ るよ う

祈 ってやみ ませ ん。即 ち、 日頃練磨 され た力 と技 を遺憾

な く発揮 し、母校 の名誉 と高校生徒 たるの栄誉 にか けて

正 々堂 々全 力 を尽 して敢 聞せ られ んこ とを心 か ら期待 す

るものであ ります。

終 りに、本大会開催 にあたって、全国各都道府 県高体

連 な らびに県内外 各方面 か ら寄 せ られ た御厚意 と御 支援

とに対 し、深甚 なる敬意 と謝意 とを表 して、激励 の こ と

ば といた します。

10■

メロ
"ろ0● ヨ呵

‘
ｑ

´
`ヨ



歓 迎 の こ と ば

新 庄 市 長
ｋ

ｐ
白
い一一二ロ

橋一品

わが山千夕をあげて、イ寺茎l久 しか ったイ ンター′ヽ イが、

いよいよこの度 開幕 され るこ とにな り誠 に喜 びに堪 えま

せん。 ここにあ らため て旅 路 は るけ く全 国 よ り集 い し諸

先 生役貝選手並 びに関係者 の皆様 を哀心 よ り歓 迎 申 し上

げ る と共 に、厚 くその労 をね ぎら う次第 であ ります。

わが新庄 市 に於 てはパ ドミン トン競技 が開催 され るこ

とにな りま したこ とは、新庄 市最上郡 各町村 あげての喜

びであ り感激 の至 りに存 してお ります。 い ざ戦 わんか な

時至 る。正 に風雨楼 に満 つの感 が いた します。 さだめ し

全国 よ り選 びぬかれ た精 鋭 が一堂 に会 して純真 なひたむ

きな若人 が死 力 をつ くしてその力 と技 を競 い合 う正 に世

紀 の壮観 であ る と思 い ます。

選手諸君 には、長 い問文 字通 り血 と汗 に まみれ て鍛 え

ぬかれ た練習 の成果 をこの大会 に遺憾 な く発揮 され るこ

とを望 み ます。 そ して 日本 の次代 を背負 う青年 が、その

若 い力 と意気 とねば り強 さを発揮 してぶつか り合 い後世

に残 る名試合 を展開 され 、 日本 の若 人 として母校郷 土 の

代 表 として死 力 を尽 して戦 い勝 つ も負け る も感激 と涙 の

名試合 を展開 して下 さる もの と期待 をいた してお ります
`

この大会 に寄 せ る当地域住民 の期待 と関心 は非常 に大

き く、早 〈か ら準備 に努 力 し万全 の体制 を ととの えたつ

も りであ l)ま すが、尚諸設備 の完備 していない当市 の こ

とですか ら色 々の不備 手落 ちの点 もあろ うか と思 い ます。

しか しひたす らに純真 なスポー ツの道 に適進 している皆

様 におかれ ま しては、色 々の不備 不便 の点 を宣 し く御 了

承下 さい ま して立派 な大会 にな ります よ う全 力 をつ くし

て戴 きたい と思 います。長 い問待 ちに待 った本大会 の輝

か しい成功 を心 よ り祈 念 して歓迎 の ご挨拶 といた します。
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あ い さ つ

山形県バ ドミントン協会

押 切  朝 ,ト
/、

「 コ

は るば るみ ちの くの空遠 くお いでにな りま した選手 の

皆様 を心 か ら歓迎 いた します。

わ た したちは三年前 か ら、今 日皆様 が心 ゆ くまで気持

よ く戦 い、かつ友情 を温 め合 うこ とが出来 ます よ う準備

を進 め て参 りま した。 もとよ り多々不行 届 の点 もあ る と

存 しますが、蒼 い空 、清 い水 、 そ して新装 の体育館 は き

っ と皆様 に気 に入 っていただけ る もの と自負 してお りま

す。

ほ とば しる気晩 、熱 い闘志 が激 し くぶつか り合 い、そ

こか ら美 くしい友情 が生れ て くるこ との素 晴 ら しさを思

い、地 厄住民 こぞってその 日を待 ちに待 ってお りました。

ただひたす らに、純真 に技 を競 う若 いあなた方 の ひた

む きな姿 は きっ と、混濁 の世 潮 にあって、一 陣の清風 と

なるこ とを信 し疑 い ませ ん。

今や バ ドミン トンはわが国 スポ ―ヽツ界に確 固た る地歩

を示 め たばか りでな く世 界に若臨 す る勢 いで ござい ます。

その原動 力 はい うまで もな く高校生 にあ り、その意 味 で

本大会 が占め る責任 の重 大 さを痛感せ ざるを得 ませ ん。

どうか、選 手の皆様 、正 々堂 々 と戦 って立派 な成果 を

挙 げ て くだ さい。 全国の津 々浦 々の若 い魂 を一 つ に結 び

つけて、 よ りよい社会 、 よ り美 くしい 日本の い しづ え を

つ く ')あ げて くだ さ
い。
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最上地区高校生代表

山形県立新庄北高等学校二年

関    桂  子

全国 か らお 集 ま ))の選 手のみ なさん ′。本 日は よ うこ

そい らっ しゃい ま した。 く五 月雨 を集 め て早 し最上 川〉

と芭 蕉 に うたわれ た清 く犠か な川の流れ る、青 い山 々に

囲 まれ た農村地帯。 これ が私達 のふ るさ とです。 この地

で学 んでいる私達 高校 生 四千三百余 名 を代 表 して、私 は

み なさんに、心 か ら歓迎 の意 を表 します。 み なさんは、

本大会 を目ざ して、それ ぞれの地方 で汗 と涙 のつ らい練

習 をつみ重 ね、わざを磨 き、戦 いぬいてこ られ ま した。

日頃 の クラブ活動 でつ ちかわれ た固 い友情 、高 い技術 、

フェアー で しか も不屈 なスポー ツ精神。 これ らが本大会

にお いて充分 発揮 され ます よ う、み な さんの健斗 をお祈

|)し ます。

そ して本大会 がお互 いに とって青春 の よ き思 い出 とな

ります よ う期待 して歓迎 の こ とば といた します。
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未知のらからを隠しもつ

ステンレスのシヤフト
しぶとい弾力。まったく鋭い切れ味。瞬間に炸裂する攻

撃力。いままでのパ ドミントンラケットでは、とても出

せなかった鮮烈なパワーで丸 シャフトにステンレスの

特性を生かしきってありますから、難度の高いテクニック

も思いのまま。これぞ、バドミントンを科学するヨネヤマ

の、新しい自信作です。 その名をハイステンレス。その

真価は、世界に点在する一流ブレイヤーたちに問いたい。

蘭9000ハイステンレス/¥3.8∞ (フレームのみ)
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河崎ラケ ッ トエ業株式会社
東京都台東区台東228-5 TEL 831 1884・ 0463
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パ ドミン トンガットの決定版



ハイクリャー、 ドロップ、ロビング、 ドライブ、
スマ ッシュ、ショー トサーブ、ロビングサーブ、
ヘアビン、ブッシュなど、ゲームの必要場面に

おいて、最 も効果的 な偉 力を発揮するという

専門家達 か らの好評 を、受 けてお ります。

私達は常にプレイヤーの側に立ち、より強鞍で

軽 く、ハイパワーを生み出すラケットを、研究・

開発する事に、意欲を燃やしております。これ

こそキャリー・スピリット(精神)で あると、

自負 しております。責任保証書付きのキャリーを

是非一度、お子にとってごらん下 さい.

危害防止安全装置を施 しているラケ ッ トは、

いつもブ レイヤーの安全をお守 りしております。

● キャ|'-7Sス テソブ付ンヤフトフレーームのみ ¥3,500
● キャ|'-7Sストレートンヽワ l・ フレームのみ ¥2,500

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田5-6-4 TEL.833-3661(代 )

●
力
学
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“本物 の よ さ"が人 気 の的 です。

工」―トデヨ」]ス

白L
エ リー ト・シ リー ズ =エ

リート デラックス
く検 定合格球〉 ¥2.300

● エ リー ト トッ プ

く検 定合格球〉 ¥l′ 950

=エ
リー ト エース
く試
`や

E求〉    ¥ !′ 800

=エ
リー ト ス トロング
く業東習王求〉    ¥ l′ 450

=エ
リー ト スペシャル
く練習球〉  ¥|′ 150

河 崎 ラケ ッ トエ業株 式 会社
東京者卜台東[【台りに2‐ 28-5 TEし 831-0453・ 1884
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昭和 47年 度 全国高等学校総合体育大会役員
名 誉 会 長

名誉副会長

名 誉 顧 間

顧   問

石井光次郎

安孫子藤吉

津円 文書

岸田 文男

高崎 米吉

谷口 鈴正

染
"l 
光二

稲葉  修

内海 英男

河野 謙二

奥野  良

佐藤 朝生

地崎宇二郎

長谷川 崚

藤本 宏清

両角 政人

東 龍太郎

西川 政一

日村 正衛

四角 誠一

横山 通夫

根岸  正

牧山 圭秀

荒川 清美

千葉 卓朗

中島  茂

高田  通
土肥 輝雄

荒木 修一

白井 重麿

阿部  勉

五十嵐義夫

菖蒲清一郎

鹿野 彦吉

横尾庄太郎

菊地 藤夫

二本杉国雄

栗原  茂

松吉 利夫
二川 卯吉

庄司 善助

前田 義徳

村山 松雄

田畑 政治

小沢吉太郎

柴田 勝治

中
"1  
新

八日 一朗

船津 国夫

安川  寛

松尾 静磨

二橋  試

安井  謙

牧  真一

松方 三郎

久保田 栄

鬼鞍 弘起

林 譲四郎

川端 昇市

細川潤一郎

石田 】t吉

板垣清一郎

小林 茂実

相馬 大作

佐藤 義一

信夫降太郎

増田 健夫

押切 朝吉

後藤 幹次

市村利兵衛

岡崎正彦

鈴木 美雄

斉藤

鈴木

玉川

国
'、

1末
・

本笙

渋谷 敬三

青木 半治

栗本 義彦

鈴木 良徳

西野 綱二

人見 誠治

保坂 用助

柳田 秀一

東海林武雄

竹田 恒徳

伍堂 輝雄

本田 弘敏

大田 光雄

市原 康允

猪狩 則男

本田 英夫

金子 清則

小松 直行

日中喜―郎

渡 利 強

鈴木 清助

高橋喜一郎

佐藤 義雄

丹  清邦

設楽 清一

渡辺克己

大場源太郎

折笠ケ四郎

川俣 芳郎

新谷  茂

大竹 金弥

江サ|1 清巨

小野寺英長

木村 守江   千田  正   山本社 郎́   岩上二郎

長

長〈
〓

△
広
　　
剖剛 落イト

古水

橋本

i歩

五郎

一郎

岩問英太郎

束  俊郎

小坂徳二郎

竹腰 重丸

野沢登美男

広 堅太郎

前日  豊

山口 久大

稲山 嘉寛

山県 勝見

稲田  勤

樋口  実

高橋  敏

岡田 英雄

奥村 純雄

矢尾板 弘

大谷 一雄

芝村 義邦

新井 迪之

白岩 石雄

金沢 忠雄

渡辺 彦吉

中津川政蔵

那須 正男

丹羽 実市

前田  巌

志田 元英

鈴木 正一

幸野 岩雄

佐藤 広治

吉:II 寿雄

大庭 哲夫

佐Fl 達夫

橘  喜朔

野iF  謙

福水 健司

増西 春三

湯浅 佑一

山HI 光成

西口1 正一

嘉納 履正

木村篤太郎

田中 季雄

野坂  浩

野中 義治

向111「文人

正野 虎雄

石 .|オ  1■徳

宮田豊太郎

木111  :背

吉池慶太郎

鈴木 啓蔵

榎本新二郎

長島総兵衛

今泉古之助

佐藤 彦次

_1駒 政雄

山崎忠兵衛

稲村良之助

大木昭 ‐郎

23日



顧1  間

参   与

佐藤 達也

岡部 文三

菊池 四郎
佐藤  茂

木村 主税

小川秀五郎

福田嘉一郎

自根 雄偉

佐藤秀二郎

高村 利義

鈴木  清

千野 純次

児玉 実孝

黒沢良一郎

木村伝兵衛

中楯 悦郎
石川 智亮

伊藤太一郎

藤生 宣明

山鹿 静夫

岩崎  武
前日 忠雄

高市 純徳
高山 静也

原日 二郎

石橋金一郎

大井  魁

加藤 駿二

八木 敏行

日向 直基

江口正一郎

山科 治吉

阿部 常治

海野 篤之

松本 久吉

小林 国尾

小針 寿一

小日 信士

山中 月員」

工藤  巌

秀瀬 日吉

志賀季二郎

額賀  任

津軽芳二郎

中島 英一

塩山清之助

高橋 清一

池上 定治

荒井 惟俊

馬飼野正治

池田 英誉

軍司直次郎

倉田辰之助

坂井  望

神谷 源水

豊田  昭

早川芳太郎

西岡 淑雄

小関 一郎

中村 博二

衣笠 一二

瀬尾 正三

中村喜代志

服部 七郎

青山 繁治

吉村 敏夫

阿部 安佐

土田 静雄

宍戸 一郎

岸  和平

川合 俊一

安孫子恒雄

佐藤 正義

須藤 仁郎

和国 知治

屋代文太郎

片平 正人

高槻 英男

佐々木―‐夫

北条 久人

大和田弥一

和田 直政

小山 光紀

渡辺 鉱助

中村  直

堀合 吉郎

佐々木卯左工門

高村 象平

森 要之助

黒沢 信吾

曽山  1告

下条 正雄

江幡  保

儀間福次郎

中山 利生

川原 正人

高田 典衛

辻村  正

平塚  武

菅原 久夫

平井 新司

自上 正二

山本 峰生

池村 恵興

木村亨太郎

細谷 定芳

八鍬 重夫

平田  貢

長谷部 清

関  市弥

内山 オ吉

枝松 孝一

中川 幸意

鈴木  博

辺見 正治

斉藤 栄夫

駒板 泰一

根田  栄

宮福 次郎

月合:H  .′ ―

佐藤 善清

植木 二郎

大槻 七郎

大石 栄一

井辻 憲一

黒沢  誠

森久保虎吉

武田 英治

葛野 重雄

堀野 貞雄

葉山  崚

須藤  敬

西野 正吉

高野惣太郎

蠍山 政道

山田 幸一

半谷 真武

遠藤  要

島野  武

高橋 清孝

吉岡 格六

佐々木典比古

敦賀 三嗣

香川 幹 ・

小林房次郎

仲戸川桃人

山本 満男

白土 栄一

細谷 政一

日向 義幸

梅本 二郎

菊地 俊一

芦沢 晴夫

藤井 澄人

三浦 欣一

箕浦 喜隆

東島  亨
桜井 新蔵

赤星武次郎

海老名八郎

菅原 辰吉

佐藤 久吉

浜田 義雄

佐々木喜栄

友野 重也

粕倉 真一

川島 令司

阿部  信

堀内 鉄雄

羽田 光雄

松尾 宜三

人重樫誠輝知

小川秀五郎

水1lF rイtr

深川1 長郎

佐藤 金作

石坂 栄之

大森  陽

加藤 朗―

松岡  巌

柴江壺二郎

中野 敏夫

剣持 浩裕

児殊 信雄

笠原 二郎

青木 寅蔵

地主 鉄明

名和憲次郎

岡田  巌

星   潔

横山 重吉

今泉 龍造

大和田道隆

石井  亨

松川 金七

菅原 成徳

熊谷 松男

長谷l'Iた次
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参   与

大会委員長

大会副委員長

貝

添田 良信   山口 久像

片岡 六郎   田中 義雄

海野 竜夫   柴沼  陽

田中  賢   若林 元典

湯野 正憲

石野八百治   高塚泰次郎

矢羽々通夫1   又木誠八郎

飯村  健   藤井 和雄

下村 平八   後藤  淳

川田  勇   山田 基男

高橋 晃武   山本  実

船田  譲   小野 時男

渡辺 勇夫   栗山 英ニ

林口 昭喜   遠井 稔男

若林  繁   谷口 博一

佐野 八郎   野中  乾

渋谷 恭一   岩谷 文雄

篠崎 兵衛   三枝  浩

直田 直人   北沢 生吉

山下  尚   岩井 克美

西村 昌治   赤沢 敏雄

刀祢弥太郎   山本 彰一

中西 敬一   永松 国雄

内之倉忠男   安田 義富

高橋 貞雄   平田  亨

山口 慶治   渡辺 英也

斉藤 間真   大築  亨

北沢 学雄   板垣 隆房

羽生田敬蔵   長沢  尭

保坂  浩   池下 泰弘

陸   勤   斉藤  学

大場 岩男   高橋 武夫

石田 新一   片岡 六郎

山形県実行委員会委員

岩手県実行委員会委員

東京都実行委員会委員

河田 利夫

横須賀 英

佐藤 敏行

林  岩雄

土居 武夫

上野 幸一

梅田  嵩

菊池  章

加藤 正雄

浅野 達三

澄田 秀夫

半田  実

久保田俊影

山田 文威

砂子 寿弘

荒川  大

富田 槙男

松尾 斉昭

吉田 正善

東海林春朗

横尾 精雄

設楽 重行

大築祐太郎

五百川祐一

佐藤  信

鈴木 勝衛

鈴木 宏策

高野 雅夫

福島県実行委員会委員

箱崎 和雄   遠藤 敬一

若月

草間

佐野

藤村

芳人

寛

政雄

久雄

九山  ・雄

大
"1  
潤

浜中 春吉

松本弥太郎

赤津  正

山口 武平

坂井田逸治

委 野原 隆治

徳水 陸繁

藤原豊二郎

長谷川寛治

沢井  測

坂上 季男

工藤 信雄

大庭 淡路

長尾 正男

野木村 浩

伊藤 政一

中川 周三

北吉 正一

宮脇 通明

田原 敏雄

谷り|1  博

田口 勝海

坂元 修三

加藤市太郎

池田  弘

安藤 総吉

三条 国雄

渡部 政美

飯高 延由

藤原 哲夫

成田 喜澄

松浦 利夫

原岡 賢吉

武内 安治

川村 仁視

安藤 朗市

村山 一郎

伊藤 寿夫

水口 寅雄

黒田 清次

青木  茂

西尾他嘉志

大島  要

林  正雄

中
"1  
武

富永 勝美

遠藤 東一

山上 一郎

永田 良雄

鈴木 栄三

大田 義――

加藤 克哉

鈴木 武満

小野  尚

新道  久

官城県実行委員会委員

茨城県実行委員会委員神奈川県実行委員会委員
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大 会 役 員
名 誉 会 長

名誉■1会長

名 誉 顧 間

大 会 会 長

大会■1会長

本田 弘敏

高機喜―郎

安孫子藤吉

鈴木 清助

岸田 文 男

高崎 米吉

落合  渉

江
'|1 
清臣

村岡 四郎

栗本 義彦

荒木 修―

押切  朝吉

庄 司 書助

山科  治吉

加藤  健

細
'll潤
-1郎

高口  通

宮田豊太郎

石渡 俊 ―

白岩 イj雄

木口  清

近野  正

渡辺 克己

高祷喜一郎

小関 二郎

松沢 雄蔵

斉藤 芳松

神部 雅義

岸   :実―

庄 司善右工門

湯野 正憲

飯村  健

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 長

新   庄   市   長

山 形 県 知 事

山 形 県 体 育 協 会 会 長

全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟 会 長

全 国高 等学校 体 青 連盟
`"会
長

日本 バ ド ミン トン協 会 副 会 長

山 形 県 体 育 協 会 副 会 長

4ヽ,松

石 田

直行

壮吉

芝 +サ 義邦

田中喜一郎

石平

新井

イ交

`専

迪之

利夫

鈴正

三inト

兼敏

斉藤 国夫

__り 11 '口 吉

染
"1 
光三

森友徳兵衛

伊藤  ■郎

近同理一郎

後藤 木男

武田源二郎

岸  和平

山村 慶次

信夫隆太郎

清水 一 男

大竹

鈴木
`=勇

:

康―

平田

宍 P

責

――農5

佐 藤

庄 ●〕

久吉

善助

松 ド 正寿

野村 :喜芳   佐藤  斉

松吉

谷 日

吉 水

広 l11

山 形 県 教 育 長

山 形 県 ′ヾ ド ミ ン トン協 会 長

山形県高等学校 体 青 連 盟会 長

新  庄  市  教  育  長

新 庄 市 バ ド ミ ン トン協 会 長

全 国 高 等 学 校 体 青 連 盟 願 間顧   間

参    与

土田 静雄

佐藤 彦茨

熊谷重四郎

安宅 常彦

岸 伊一郎

小野栄太郎

荒木 清雄

伊藤  ・郎

日本 ′` ド ミ ン トン協 会 顧 F.5

山 形  県  議  会  議‐ 長
山 形 県 教 育 委 員

白山源二郎   松葉徳二郎   山田 文雄

:l南 フ ト

山形県六 ドミン トン協会 顧 問

新 庄 市 実 行 委 員 会 顧 間

新 庄 市 実 行 委 員 会 副 会 長

全国高等学校 体 育 連 盟理 事 長

全国高等学校体青連盟事務局長

都道府県高等学校体育連盟会長  47名

日本 バ ド ミン トン協 会 理 事 長  り|1端  昇市

都 道 府 県 ′` ド ミ ン トン協 会 長  47名

′ヽ 漱  重 夫
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山 形 県 教 育 次 長

山 形 県 体 青 課 長

山形県′ヾ ドミン トン協会副会長

山 形 県 立 新 庄 南 高 等 学 校 長

海・老名八郎

河口 利夫

鈴木伝四郎

真室  斎

片野  宏   金丼 陽助    弦巻 作治



参    与

大 会 委 員

我妻 忠志

安孫子広一

中村  :正明

金谷 浩夫

`左

1●  I=濠F

佐藤佐武郎

車メ|, 国大

阿部忠大郎

小野 雅央

仙台 好照

加藤 正二

吉口 利雄

伊藤 清光

中
"1 
正治

熊谷 伊助

岸  宏一

土田佐次平

沼沢 鶴吉

堀井  良司

斉藤善太郎

笹 喜四郎

茂木 義市

荒木 定夫

武田 良二

千葉 弥―

小路 鉄三

後藤  博

川田  勇

遺井 稔男

板垣  隆房

河田 利夫

大井  魁

本堂 親愛

本国  豊

杉沢 永次

高山八郎兵衛

早坂今朝信

西日 次良ト

伊藤 志郎

柏倉 達二

斉藤 晃一

斉藤  繁

伊藤 允一

安藤貞―郎

小屋十右工F"

岸  宗弥

福丼  亨

志田 集治

二原 英喜

武田  茂

阿部 要治

半田 岩雄

高機  衛

||ホ 多二郎

黒田正太郎

奥山 清―‐

今回 寿郎

小沼長四郎

箱山今朝蔵

山科 朝雄

亀井   弘

問  義美

細谷 理子

柿崎 伝八

近岡 理七

松口  :三平

菊地  馨

五十嵐一 男

笹間繁大郎

高綺  幸雄

早坂  トヨ

鈴木 勝蔵

矢口 吉治

遠藤  薫

矢口多喜夫

福沢  進

金子 仁夫

斉薔  敏

斉藤  徹

山科佐団治

矢作  勇作

渡部 弘 見

中村  仁

秋保 二郎

佐藤犠 八郎

高曖 理一

安喰重二雄

沼沢 治男

加藤 哲夫

三好  篠

五十嵐マサエ

宙田久二郎

斉藤 祐一

門餡 俊一

大会委員長

大会■」委員長

山形県立新 庄 工 業 高 等学 校長

山形県立新庄 農 業 高 等学 校長

新 庄 市 立 新 庄 中 学 校 長

山 形 県 立 真 室 川 高 等 学 校 長

山 形 県 立 金 山 高 等 学 校 長

新 庄 東 高 等 学 校 長

新 庄 市 実 行 委 員 会 参 与

全国高等学校体青連盟
バ ドミントン部長

全国高等学校体青連盟
パ ドミントン副部長

山形県バ ドミン トン協会理事長

山形県高等学校体青連盟理事長

山形県高等学校体育連盟
バ ドミントン部長

新庄バ ドミン トン協 会理事 長

都道府県高等学校体青連盟  __
バ ドミントン部長 47名

都道府県高等学校体青連盟理事長  47名

都 道府 県 バ ド ミ ン トン部 委 員

日本パ ドミン トン協 会常 務理 事

Ur 1r It ,rlt6Err t ffi [Bfi

怜

幸

薔菫言己

武

英男

菊地

高合

遠井

利 明

正 治

稔 男

本郷 節生

都道府県パ ドミントン協会理事長

宮越 竜三

百瀬  健司

小官 淳宏

佐藤  芳朗

五十嵐正信

毛利 清志

47名

新丼  威

森田 桂示

相馬 清一

内藤 安雄

市島智二郎

並木万人郎

山根

増 田

伊藤

牧野

岡村

27■



大 会 委 員  山 形 県 ′(ド ミ ン トン協 会 理 事

山形県高等学校 体 青連盟理 事  37名

斉藤傾―郎

渋谷 吉幸

伊藤  勉

金森

猪股

剣持

義弘

義朗

誠

小柴 悦三

菅野 悦正

永丼

田中

渋江

司

稔 ―

実

山 形 県 パ ド ミ ン ト ン 部 委 員 平  祐―

集木 武彦

森  充敏

尾上  吉郎

加藤  清

加藤 義男

村
"1 
次郎

鈴木  昭

高構  誠

船木 政夫

奥山清太郎

伊藤  勉

金田 二郎

奈良問信用

森   博

後藤  博

山科  宏

失ロ  イニ

松田  贅

矢口喜―郎

五十嵐俊之

佐藤 亮―

早坂 栄一

大石 忠蔵

菅野 悦正   金谷 新橋  武弘 三

新 庄 市 社 会 教 育 課 長

新 庄 市 実 行 委 員 会 委 員 檜岡 光雄

星川1 定雄

井上  房生

黒坂  巌

佐藤 厚一

大山 孝―

大泉 恒夫

北山 治朗

草刈 国大

高山 四郎

′jヽオ木  1春

伊藤 幸男

五十嵐敬治

三原 悦 男

渡辺 正孝

伊肇 栄一

後藤  貞夫

斉藤順二郎

須貝 藤吾

柿崎  丈祐

柳田 正雄

小野 正見

盛岡  明

鎌口 IH夫

森  新昭

清水 ―唐

中川  ヵ

阿部四郎左工門

伊藤  栄

斉藤  凍
荒
"1 
芳雄

高山 昌三

日中 栄一

鈴木 幹雄

樋口 義夫

水戸喜志郎

丼上富美芳

臭山 慶吉
柏倉 四郎

高橋 和彦

井上 桂治

小松 正男

吉田  :登

檜岡  武

山 :斗  博

松 口陽太郎

門脇 富雄

那須 善雄

正野 正綱

大田  昇

村岡 義雄

鈴木 宗哉

柿崎  重美

矢作 幸夫

佐藤 膀徳

寺尾 重吉

高機   実

星
"1 
利雄

沼沢   豊

広野  寛

口 23
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日本 バ ドミン トン協 会 公 認

本年度各選手権大会指定ネット

《今大会使用中》

T] T

「耳
二
||

テ ニ ス ・ バ レ ー ボ ー

サ ッ カ ー ・ ハ ン ドボ ー

バ ス ケ ッ ト・ バ ド ミ ン ト

卓   球      野

E
ル
　
ル
　
ン
　
“「
．
Ｌ
ド各協会連盟公認ネッ

十
１
■
■
―
ユ

十
十
主

一　
　
´

「
ヨ

‐

＋
上
―

庄旦主堕菫工菫コ
|スポーツ用ネットの専門メーカーニ

何んでも御相談下さい。
~

ゴルフ用ネット・体育館防球ネヽ

「¬ 庄」立担
ント「
~■

１

１
キ
ー
ー
一

Ｈ
□

「
■
コ

|

いつ も安心 して プ レーの 出来 る

丈夫で長持 のす るネ ッ トです 。

是非 ご指 命 ご愛 用下 さい 。

埼玉 県幸手町中 1丁 目 7-4
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Yo M.ミセキネット ミセキネット製作所



総 務 係 長

庶 務 連 絡 係

総 務 委 員 長

副 総 務 委 員 長

会 場 主 任

会  計   係

式 典 表 彰 係 長

式 典 表 彰 係

受 付 接 持 係 長

曼  付   係

檜岡  武

森  充敏

(1)阿 部四郎左工門

(2)阿部   肇  |

黒板   巌

(1)鎌 田 恒夫

矢口 節 子

(2)五 十嵐正暢

中村 善雄

大津真一郎

門脇  富雄

半田  豊

佐藤  陽子

佐藤松次郎

早坂  トヨ

(1)押切  純子

森  嘉昭

伊藤恵美子

(1)鈴 木伊勢子

松井美代 子

船木  政夫

後藤  貞夫

辺見 哲夫

鴨 田 希六

松田陽太郎

(1)大泉 恒夫

工藤  昭夫

(2)大築   勲

着テ
"I  '旬
高機   治

高橋   勇

斉藤  敏

(1)辺 見 ヨンエ

多口 絹代

大林香代子

尾形 文雄

(1)沼沢   陽

荒井 吉隆

′lヽオ木 _‐晨F

西田 次郎

森   謂千昭

・・ mゅ き:■    ′」、ォ木 411 ・

運 営 役 員

(3)柿崎  重夫  (4)五十嵐敬治  (5)三原 悦 男  (6)伊 藤 静雄

哲男

富雄

(6)東海林  寛

(5)高橋   修(4)菅原恵美子

高橋  久子

高山 房子

金田 1専子

接   待   係

駅 前 案 内

佐藤  栄・

長沢美智 r

(3)鈴木   勉

五十嵐勝美

尾上由美 r

■
'|| 
十
',

亀井  裕子

(4)相沢富司夫

内藤 繁美

(5)豊 田

木島

奥山 千 草

岩岡 良 r

阿部小 〔:各

佐藤

オす
'II

水沢

亮一

次郎

式子

11樫

|:1崎

il“

敬蔵

幸雄

洋 r

高橋  徹

大場 l,出 男

(2)斉藤正夫

阿部  弘

(3)佐藤

飯沢

」配

正

(4)駒林 新 司

鈴木 ミワ子

(5)滝 田  勉

川ロ ミサ 了

警

警

備  係  長

備

場  係

場

係
　
長
　
係

(2)信夫百合 r (3)寺
".}郁
子

]● 1-1螂 .,"・F    オ市山奇 `栄 =子 :●苦|, (`ir

柿崎  直睦    五十嵐章一

菊地 寛治   '11田  宣彦   小椋  魚   小野 善次

伊藤

伊藤

(3)山 口

真室

八鍬

明石

恵

勉

道夫

順――

良彦

博

(6)佐 藤

植松

鏡

奥 山

森

土屋

敏彦

賢友

正憲
正士

博

秀一

堀野 誠之

大田二二夫

(4)菅藤清一郎

駒沢   務

小倉 康宏

伊藤 敏子

(5)山 口 茂正

石山不二男

森   佑作

砂田  哲

教
　
教

宿
　
売
　
売

護  係

護

,白

店  係

長

係 (2)笹原  繁 r (3)高 橋  靖子  (4)高橋 とめ よ  (5)沼 沢  |li r

交 通 宿 泊 係 長

交  通   係 (3)小 !1

叶内

菅原

店

係

長

係

(2)カロ賀

岸

矢作

幸雄

博

勝彦

イ菱オ護

光

文徳

(4)横 田  ●

佐藤  散也
`5)伊
藤 敬 _

保科  龍夫

,1■



競 技 役 員 長

競 技 副 役 員 長

競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

競 技 委 員

"1端
 昇市

豊岡 昭蔵

遠井  稔 男

板垣  隆房

小宮  淳宏

内藤 安雄

岡村  英雄

伊藤  勉

本堂 親愛

(1)村岡 義 男

渋谷 吉章

田宮  護夫

平. :祐 ―́

富 田 健 二

高橋  武雄

(1)佐藤理二郎

五十嵐憲 ‐

木村 寛治

阿部  孝 ・

柴崎  弘子

(2)吉 川 陽子

(1)舟生 きよ r

荒木   "

(1)渡辺 新―

沼沢   豊

今日 友 F

」Ё司  ユ1,6

(1)佐藤 幸吉

荒川 芳雄

半田  豊

山田 顕行

競 技 役 員

渋江

伊藤

高倉

毛利

本堂

(2)佐 藤

′」ヽ111

′
]ヽ里「

(2)土 H

武 田

久夫

陽子

(3),■ |||

41「藤

菅野 悦正

■1馬  清一

牧野  武

並木万次郎

猪
'12 
義朗

実

基記

正治

清志

親愛

大世 占吉弘

菊地  利明

五十嵐」E信

田中  '唸一

金森 義′/

佐藤

市島

,■
‐谷

水
'「

朗

郎

車

司

芳
　
一二
　
吉

智

行
　
係

進

行

合総
　
進 千1」‖召

清吉

,「イを

(3)矢野

口中

斉藤

松雄

稔 ―

光
',

(5)′ ]ヽ国

高梨

丸子

隆

敏宏

邦夫

(4)山 田亨 二郎

遠藤  宏 ・

小林   書

送
　
掲
　
　
放

言己    e量    イ系

用  具   係

本部記録セ ンター室

室1     長    柏木  敏郎

日1  室  長    森  イ☆4■

庶  務  係   五 l・ 嵐 ク、f:男

受  信   係   正野 ||1美 r

記  録  係   中山 公礼1

総  括  係   f● 藤  陣夫

送   信   係    阿部  ()lr

報  道   係    梁瀬  平 :lf
県記録センター   武田 ―l―郎

(2)柿崎  栄一

小沼大一郎

(3)高橋

大場

和雄

=劇
`

(4)下橋

田沢

松 田

俊一

藤明

孝

(5)標 本

伊藤

竜見

勉

(3)菊 地

(2)松 Hl

利 男 (4)大 泉

(3)'11,|

だ二り,

政行

た男

弘

係

　
係

　
　
　

係

信
　
一不
　
　

送

(5)岡 崎

(4)村 田

植松

(4)落 合

庄 司

(5)梶
'II 
英毅

長

　

係

係

手

手選

選

(2)佐 久山利 男  (3)佐藤 (好よ  (4)石 サ11 千11民  (5)松 1司  昭彦

ド山  茂    伊藤  良子

』」弘t

実

ｒ
　
晃
　
環

(5)鈴 木 宗哉

井 L恵美子

■ ,2

二条

長沢

押切

茂子

栄子

―徳

森谷

坂本

治夫

弥一

金谷

水谷

ヴ. ■

正和 山本 清勝



半

長

長

員

判
　
　
判

審

口
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
‥

零

審

剛

書

半ll

市川

新井

宮越

4ヽ池

司
　

威

，
一　

徹

和

　

　

龍

小林  保夫

黒坂 文隆

井上  昌夫

岩井   久

宮りII  清

高橋由美子

高構 勝子

松 田 寿郎

佐藤  工彦

渡辺  隆

斉藤 和雄

柿崎 きち子

森 回 桂示

菅原  保

鈴木 常夫

深瀬長太郎

渡部  二雄

藤島 憲男

佐藤  登

阿部   茂

剣持   誡

水井   司

畑崎  幸雄

阿部  孝司

沼沢 利一

清水  良子

大
'II   
忍

斎藤慎一郎

吉村 政男

佐藤  登

鹿野  昭 男

江 口 好彦

井 L 貞治

佐藤  真一

波部  泰山

五十嵐 孝

猪股  義朗

吉 田喜一郎

井上  保雄

吉住   彰

木村千恵子

須藤   学

小柴  悦三

斉藤  敏彦

中鉢喜八郎

沓沢 弘泰

田中 国明

神尾 秀行

岡村 る り子

大川 雅弘

柿崎  厚子

黒木 武彦

荒井   孝

広瀬   渡

安彦二千一

星

“

1 澄子

清水 秀裕

人間

九谷

金森

小島

千葉

伊藤

和島

近藤

工藤

郷野

月野

平川

,繭り+

甲,H

志鎌

照雄

俊一

義弘

富弥

義秋

則久

周治

健二

昭雄

隆弘

俊克

忠治

保夫

香

正

(1)、 (2)、 (3)、 (4)、 (5)は 会場番号

(6)は 練習会場番号

3'日
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C。ノA. BRAND
バ ドミン トンの気 品

CMの 風格

″ご存じですか ″

☆我国でシヤ トルコック製法を一番

先に機械化 して水鳥シャ トルを需

及したのはCMて す.
★N8.:は パ ドミントン普及発展の
ために製造から直売システムてす

`
☆現金でお申込になれば卸価格てお

求め出来ます .

0

′′バ ドミ ン トンの よ さ は 水 鳥 シ ャ トル の 打 球 感 か ら、 そ れ 故 に 今 もバ ドミ ン トン か や め ら
れ な い 。 勝 負 の か け ひ き や 高 等 技 術 に も水 鳥 シ ャ トル だ け に 秘 め られ た飛 行 状 態 か ら生
れ で る。 ど うせ や る な ら世 界 チ ャ ン ピ ォ ン を 目 指 して頑 張 ろ う′′

その た め に .CMは 水 鳥 シ ャ トル を開 拓 して 練 習 に 使 え る よ う安 価 に提 供 して い ます 。

★
―
☆
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★
―
★

日 本 バ ド・
名

ウ
ブ
ブ

ミン トン協 会 検 定 合 格 球  各 全 国 選 手 権 大 会 指 定 球
品

ホ ワ イ ト
ン ル ′ヽ 一
ゴ ー ル ド

種  類 規  格
検 定 合格球

は  合  球
繰  習  球

現 全価 格 (A)
¥ 1.フα)Fヨ
V l.500P9
¥ 1.300F■
¥ :.000円
¥ 8∞ 円

イ

ル

ン

一

水 鳥 た 記 現 全 価 格 (A価 格 )に 荷 麿 運 賃 を 10打
毎 に V300円 を 力D算 し て 40送 金 下 さ い 。
!代 金 後 払 1ケ 月 以 内 の 場 合 莉 100円 ア ッ
プ (B価 格 )1ケ 月 以 上 500円 ア ッ プ 市 販

`面

格 (Cイ面,6)に な
'リ

ユ す _

日本バトミントンインタストリ株式会
'社

ゴール ドプラ ック

!'■

`お
_ ``:・ /114 8 ' 11. 042247.33311ヽ

■ ]6

「
「



◎ 総 合 的 な 注 意
(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

この大会 は、全国高等学校体育連盟が定め た大会実施要項 および現行 日本バ ドミン

運営規定 に準 して行 なわれ ます。

競技場 の運動 グツは競技用 と屋外用 をはっきり区別 して ください。

試合のため会場へ到着 したら「選手受付」 へ連絡 してか ら入場 して ください。

応援 は “声援 _でな く “拍手 "で行 なって ください。
その他 、監督、主将会議 による。

ン協会競技規則同大会

◎ 競 技 上 の 注 意
(6)会場へ定刻 45分前 までに到着、団体戦 30分 まぇまでにオー ダー用紙 を進行係へ提 出 して ください。

(7)こ の大会 は競技開始の順序 をつ ぎのように行 ないます。

①  エントリーされている者は全員.25分前になったら集合所へ整列 します。
② 15分前に行進で入場 します。

③ あいさつ後、3分間づつ練習時間を与え、第1/ブルスから始めます。
④  ダームの進行状態に応 して 2コ ー トで並行 して試合を行 うことがあります。
(8)棄権 とみなす時間は.30分前までに (ま たは.指示のあった時間までに)オ ーグー提出がないとさと、集合
のしめ切 り時間 (20分前)に集合しなかったとき。

(9)ベ ンチヘ入ることのできるのは、当該訳合の集合所へ集合したエントリーされた者のみです。

00)す べて 3点先取で終了します。

0)選 手の変更は、監督…主将会議をもって最終のものとします。
02 ブレーヤーは、余分な発声を厳に慎 しんでください。
03 :主 審が認めたタイム以外はいっさい認めません。

00 個人戦については会場へ定刻30分前に到着 していてください。
0け この大会は、競技開始をつぎの順序で行ないます。
① 監督 (ま たは、エントリーされている者のうち 1名 )と 当該ブレーヤーは、20分前に集合所へ整列 します。
②  10分前に行進で入場 します。

③  あいさつののち、両者同時に3分間の練習時間を与えます。
(10 1棄権 とみをす時間は、15分前です。

0ゆ ベンチヘ入れるのは、前記(9)の みです。
00 選手の変更は、いかなる理由でも認めません。

◎ 審 判 上 の 注 意
09 審判団は、厳正公平にその任にあたります。
10 会場内の附属物に/ャ トルが当ったときは、フォル トとします。
10 ,競技規則第12条 、14条、16条、20条 などを特に精読しておいてください。

10 つぎのような欺まん行為に注意しましょう。
①  汗ホきやクツひものしめかえ。
② 極端におそいレン~バラの構え。
③  サービスするまでに極端にながいサーバーの静止。
10 判定に対する基本的態度撃「疑わしきは罰せず」で行ないます。
10「抗議」はいっさい認めません。それとおぼしき言動には応 しかねます。不審なときは、礼儀正 しく当該ブレ

ーヤーか監督が主審に「質問」 してください。 もし、その判定に服 しないときは、その試合を放棄 したものと

見なします。

|,「 異議」の申し立ては.書類で、競技委員長に提出してください。

10 全試合終了のあいさつ後、コー ト・サイドのプラカー ド前に整列 し退場 します。

07■



オールスチールの鋭い弾力と反繊力を生かした最高級

のフレームとシャフト。そのスマー トさが.ス ピードと

パワーの素晴しいバランスを構成。頭部のお切り.′ トヽ

日の改良により、″′卜の切れも解消。そして特殊オー

バーレ(ラ ケットの補強)に より.強 さは抜群です。

●NO iエ タセレント く日本′(ド ミントン1`会推羮>
フレーム(力 ′

`―
付)一 学3.300

卓越したプレーを生むエクセレン陀

伶ン大阪合繊株式会社
ヾ′     大阪 東京
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トヨグの水鳥シャトルコツク
日本バ ドミントン協会 検定合格球
● トーナメン ト ホワイト ジェム0ト ーナメント
● トーナメント フラックー ー今年度公式大会使用球
●スタンダー ド iプ ラック0ト ーナメント レッド
0ス タングー ド レッド●スタンダー ド パープル

トヨダのラケット
日本バ ドミントン協会推薦
●高級選手用●初級選手用

教材用レジャー用ラケット
詳 しい資料はカタロ グをご請求下 さい。

ブルー

＼
ｎ

優 良 バ ド ミ ン ト ン 用 品 総 合 メ ー カ ー

彗髪ルヨ`ワ
i′

ズポープ
東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 5

お問合せ 。お申込み は

03(866)25:5。 (85i)94109

u

切 る BADMIN丁 口NG□ 0
刀のような車州跡が 九六が る/
ロ トヨダのシャトルコックとラケット
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コー ト
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第 1会場 (新庄市体育館 ) 第 2会場(新庄工業高体青饉

第 3会場
晰庄農窯高体青饉,

第 4会場
晰庄南高体菫日,

第 5会場
(新庄中学体會腱)
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向かうところ 敵 な し一一〃
負 け る こ と を矢口らな い トップ プ レイヤ ー の

見 事 な プ レイ

ー

す ば ら しいパ ラ ンス と

最 高 の素 材 を生 か し切 っ た
｀
プル ー リー ス

″

の 目 ざ ま しい活躍 が そ こに生 きて い ます。

河崎ラケットエ業株式会社
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男子団体戦組合せ←⊃
1 正   強   高 (奈  良 )

2 県 立 成 田 農 高 (千 葉 )

3■
'覇
商 業 高 (沖 縄 )

4 県 立 会 津 工 業 高 (福  島 )

5 県 立 倉 敷 青 陵 高 (岡  山 )

6 市 立 桐 生 商 業 高 (群  馬 )

7 土   佐   高 (高 知 )

8 名古屋電気工 業高 (愛  知 )

9県 立 勝 山 高 (福 井 )

10 県 [新 1::高 (和歌 山 )

11 県 ′山 形 工 業高 (山  形 )

12 令 沢 市立 |:業 高 (石  川 )

13 逗  r開 成 高 (神 奈‖|,

14東 奥 義 塾 高 (青 森 )

15,L州 学 院 高 (熊 本 )

16甲  南  高 (兵 庫 )

17 」ヒ  海   高 (南北海道 )

18 県 ′境 港 ■1業 高 (鳥  取 ,

19 大 阪 府 立 市 |‖ 高 (大  阪 ,

20 県
'吉
原 工 業 高 (静  的 )

21県 ′ 新 潟 商 高 (新 潟 ,

22 県 ′真 岡 工 業 日i(栃  木 )

23 県 、た高 松 商 業 _■ (香  川 )

16

17

19

21

32

33

34

35

40

41

42

43

36

37

38

39

24

28

8

9

10

11

山 )

田 )

者5)

島 )

梨 )

島 )

京 )

根 )

岡 )

城 )

賀 )

阜 )

重 )

城 )

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

1

2

3

4

5

6

7

',t、

●||1岡 |“ ツ..ヽ .::I

秋日経済大付属 高 (秋

東   山   高 (京

近畿大付属福山高 (広

市 立 甲 府 商 業 高 (山

県 立 日 和 佐 高 (徳

日 大 鶴 ヶ 丘 高 (東

県 立 松 江 商 業 高 (島

県立明善高 (定 )(福

県 立 佐 沼 高 (官

県 ● 草 津 高 (滋

岐  阜  東  高 (岐

県 立 伊 勢 工 業 高 (―

霞  ヶ 浦  高 (茨

"

13

14

30

鹿  児  島  高 (鹿 児島 )

諏 。′,清 陵 高 (長 野 )

県 、た盛 岡 第 四 高 (岩  Fつ

奈 良 市 立 一 条 高 (奈  良 )

均it     ,,:i     需::(「辰:  1奇 )

釧路商業高 (定 )(北 北海道 )43

県 立 松 山 南 高 (愛 曖 )44

下 関 商 業 高 (山 口)45

県
'春
日 部 高 (埼  L)46

15

日本 大 学 山 形 高 (山  形 )47

46■
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女子団体戦組合せ09)
1 四 条 畷 学 同 高 (大 阪 )

2 1「 府 第  1 高 (|ll i梨 )

3 帯 広 大 谷 高 (北 北海道 )

4 '“ 和1 女 r― 高 (大  分 )

5県 立 隠 岐 高 (島 根 )

6 県 立 今 治 北 高 (愛 城 )

7 県 立 真 室
"1高
(山 形 )

8県 立 苦 原 高 (静 岡 )

9 県 立 渋 川 女 高 (群 馬 )

101聖 和 学 園 吉 田 高 (宮 城 )

11那 覇 商 業 高 (沖 縄 )

12県 立 津 幡 高 (石 川 )

13山 陽 女 r高 (岡 山 )

14我 孫 ri階 十 高 (丁・ 葉 ,

15 松   蔭   高 (兵  庫 )

16伊 那 弥 生 ヶ丘 高 (長  野 )

17 県 立 会
`●
女 子 高 (福  島 )

18富 田 女 子 高 (岐 阜 )

l! ,

20敬 愛 学 回 高 (秋 田 )

21県 立 人 津 高 (滋 賀 )

下 関 商 業 高 (山 l¬ )

18

19

20

21

22

23

21

2

3

4

5

6

,

8

1,1

35

36

47

38

39

1()

11

26

29

31

32

10

11

12

13

14

15

16

奈 良 市 立 一 条 高

九 州 女 学 院 高

県 立 平 塚 商 業 高

県 立 千 厩 高

守 山 女 子 商 業 高

青   陵   高

土 佐 女 子 高

県 立 福 井 商 業 高

県 立 福 山 葦 陽 高

県 立 御 坊 商 工 高

鹿  児  島  高

県 立 真 岡 女 子 高

県 立 新 庄 南 高

性 階 堂 高

県 立 日 和 佐 高

県 立 明 善 高

伏  谷  高

(奈  良 )26

(熊  オ■)  27

(,中 i嬌ミ1[|) 28

(岩  手 )29

(愛  知 )30

(謂「 '8) 31

(高  知 )32

(檀: :井 ) 33

(′去  島 )   34

(和 歌 山 )35

(鹿 児島 )36

(¬

" ,4く

)  37

(山  形 ) 38

(東  京 )39

(徳  島 ) 40

(福  岡 )41

(プ 1ヾ 観貶) 42

札 幌 静 修 高 (南 北海 ,■ )43

Ч: 、′:11,台 |」 |I11,:. _ 1  :目 11   44

喘t  、′i  li  11テ  |=li .:=  111    45

叫t 、ア (′, 吉 I'Ч 「■i llt 耳(  46

41、■||● 第  1ち  ,実  域  47

r 彙 .= 1章 1 1ち _青  森・  48

22

23

24

25

県 立 川 越 女 高 (埼 玉 )

県 立 都 城 商 高 (宮 崎 )

県立善通寺第一高 (香  川 )

9

25

37 17

成 安  女 ―r 市 (京  都 ,  49

47■

43

33



きそば・ 御料理

茶 庵 分 店

新庄市沖の町-2--24

TEL(2)2933(イt)

給食 べん とう・ 折詰料理

基理新庄給食センター

新庄市若葉町 1-27
TEL(2)7447“t)

毎 日新聞新庄専売所

新庄 市若葉町 1-27
TEL(2)24!0

■ 40



男子ダブルス組合せ(92)
古 両 悟

水サ1 克雄

‖口 政己

大森 惣司

伊藤 俊輸

小 場 保

寺 田 繁

和田 総一

塩田 秀F
中谷 明人

三井 幸日

沖環 光明

国吉 真
',,

森 下 明

石‖1 泰久

佐 木々 守

仲尾 信一

佐 木々 広

末長 司郎
四宮 ■人

梶田 和也
山 口 聡

堀 金 雄

南川 広 ‐

根本 治明

岐

福

首

　̈
一局エ

東

津

阜

輸

技

県

鳥

福

一局
　
一局

Ｔよ
一壕

志

一エ県
・
一尚

:口 本大学鶴ヶ丘高・東京

渡辺 秀明・菅 野 隆
茂木 芳之・■越 恵次
笠 サ|| 10・ 平野 慶―

松野木 聡・名 官 満
三綺 良平・坂本 雅美

石崎 真弘・粕 谷 武
北井 勝義・大 野 昇

植松 明彦″1ヽ 沢 充
日中 行広・」i十嵐敬ニ

戸回 昌和 ′ヽ野 博二

宮本 章二・田付 4二
出 石 勉・浜名 利之

=崎
 清和・■ 浦 試
江藤 宜行・渡 辺 毬

笹岡 和彦・横 田 淳
石田 昌義・森下 康弘

中山 議吾・木村喜美生

北村 佳円・高木日出夫

西付 輝行・岩元 明夫
中村 新一・篠崎 誠治
斉 菫 睦・高嬌 美行
佐 木々憲―・佐 木々和弘

望月 鉄司・荒木 英男

後凛 純―・角 田 勝

岩 田 摯 ′

'ヽ

村 彰

石 'll 聖・佐 木々輩二

今 野 啓・千 葉 仁

畑中 伸弘・■工 昇■
竹中 信行・渡辺 光勢

(県 立山形東

(県 立 桐 生

(県 立 應 山

(松 山 東
(県 立伊勢エ

(県 立真円エ

(県 立倉敷エ

(富 士 官北

(県 立若松商

(県立長浜商工

(を 通寺第一

(県 立場港エ

(秋 田 市立

(a  浦
(諏 訪 青陵

(洛  星
(九 州 学院

(甲   南
(魔 児 島 高・海児島)
(県 立 京葉高・千 葉)

(県 立松江商高・島 根)
(大  迫  高・岩 手)

(鋼 路 商 高・北海道)

(岐 阜 東 高・岐 阜)

(■  佐  高・高 知)
(逗 子目蔵高・神奈川)

(県 立佐沼高・宮 城)

(■ 立新宮高・和歌山)

(県立下関中央工・山 口)
(県 立高岡商高・富 山)
(府 立 市円高・大 浜)

(甲 府 商 高・山 栞)

(県 立新庄北高・山 形)

阜)

島)

取)

キ)

高」1, 形,

高 .1: 焉.

高 .稿  ||

・尚

高・栃 木|

高・円 山'
高・静 岡|

高・福 島,

高・滋 賀)

高・鳥 取)

高・秋 田||

高・茨 城)

高・長 野)
高・京 都)

高・熊 本・

高・兵 庫)

幌 西 高・北海道|

浦  高・長 崎
'

大鶴ヶ丘高・東 京)
沢市立工高・石 '1)

立時習館高・■ 知)
夫附属福山高・広 島)

“

明善 高・福 岡,

臭 義塾 高 .青 森｀

和 佐 高・億 島|

官 西 高・埼 モ
'

覇 商 高・i中 ■)
1新 潟商高・新 潟,

強  高・奈 良)

15
豊

　

一　

海

博
一
明

辺

原

茂

葉

崎

田

宮

王

秋

尾

功

龍

朗

博文

田

Ｌ

重

丼

富

丼

森

重

61

65

66

67

69

(県 立山形工高」1 形)
.高 知 学 芸 高・高 知｀

1那 覇 商 業 高・沖 縄)

t県 立 都 賀高・和歌山)

大原 伸輝

佐古 it―

4ヽ林 静男

山 ‖1豊

薇 原 洋

村上 信夫

L林 康昌

(大 宮 西 高・埼

1北  海  高・北海
(府 立 港 高・大

(県立盛岡第四高・岩

(県 立柳井エ

(県 立 石 円

(東  海
(長 着 東
(県立倉敬青魔

(県 立 草津

(県 立成田農

Ｅ

道

阪

手

口

城

知

崎

山

賀

葉

潟

岡

川

良

島

森

梨

「酢
‐

一　
一
二

30

3

34

35

37

39

40

41

42

2

6

8

9

10

11

13

85

78

79

91

70

71

72

73

74

82

83

46

47

4ト

50

12

53

l●

17

|ド

19

2、 |

21

22

山

茨

愛

長

岡

滋

千

新

福

香

奈

広

青

山

高

高

高

高

高

高

高

高

高

商

高

高

高

高

' 
国分 思好

〕栞 英 剛

l 池田 文昭

, 藤サ, 良之

, 加茂谷欽実

7 イi原 隆征

3 ′卜:Ц 原啓朗

' 
渡部 禎絶

' 1'1サ

1 晴久

:佐 藤 晃

2 友工 正彦
3 梶日 敏美
4 小山 浩・

5 大山 1言彦

6 松浦 孝秋
7 責谷 暢夫
.8 田中 克己

.9 杉本 治夫

.0 藤田 末広

11原 敏 夫

12 ●崎 克己
13 松11 幸・

14 辰1, 良彦

15 ′t巻 一夫

“

 果原 恒夫

坂 上 昭 (県 立 新潟

牟田 義昭 (県 立 明薔
北谷 恭― (高  松
山下寿美雄 (■  強
諏 訪 悟

福士 二治

平日 芳夫

高綺 二丸
森 信 久

森田 幸夫
加質谷 彰

壽西 信男

清水 政明

西村 正美
吾妻 正幸

市
"1 =11
日笠 文雄

麟野 広幸
森  治椰
道見 勝彦
林 芳 宏

足ユ =樹

田中 勇典

小田原 隆

森   茂
千 明 博

(近夫附属福山

(県 立青蕪商

(甲  府 商
(県 立
"1内
高・屁児島)

(県 立松山南高・■ 曖)
(県 立伊勢工高・二 重)
(秋 田 市立高・秋 田)

1県立加古川西高・兵 庫,
1慶 応義奎高・神奈川)

(県 立富山商高・富 山)
(日 大 山形高・山 形)

(県 立吉原工高・静 日)
(県 立松こ北高・島 根)
(県 立石嬌高・栃 木)

(億 島 商 高・億 島)

(常 広三条高・北海道)

(金 沢市立工高・石 川)
(僣 立ヽ浙高・京 都)

(九 州学院高・熊 本)

(伊 那 」ヒ 高・長 野)

(仙 台育英学園・官 城)

(■ 生市立商高・■ 月)

「

―――藤 木 浩・三/宮芳和
55

平井 克典
内田 博之
阿部 町則

中国 仁史

小森 悦生
連藤 喜明
谷島 助男
河 丼 裕

木村 浩之

方 正朗・緒方光太郎

藤 茂・菊池 ・志
内 部弘・和佐 周二

村 哲・]・ 大沢 吉大

浜 静夫・平良 友秀
藤 秀夫・松岡 信正

丼 基夫・南田 義正

8、

23

せ |

25

27

5,

56

58

丼上 鸞二

切 刀 政
斉藤 伸也

村L 孝夫

川久保暢宏

後藤 式信
山下 敏行
福井 尋夫

青山 典之
'5

杉

|:

k

イt
14

44

68

80
84

76

6()

28

49■
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時計・宝石 。メガネの

フアッションショップ

禁 柿 崎 時 計 店

● お 買上 げの 多少 にかか わ らず

記 念 品 を進呈

● 7,000円以上 お 買上 げ のお方
へ お買上 げ金額 の 2割相 当 の
記 念 品 を差 し上 げ ます。

新庄市駅前通 り

TEL(2)3:i5(t)

山形店
山形 市 駅 前 通 り
山交 ター ミナル ビル向い
丁EL(4:)3:41(代 )

炒彰彰炒炒ψψψ彰彰▽炒炒聯炒炒滋
■ 50

新庄店



女子ダブルス組合せ(96)

! 長尾 弥生

2 アロ 康子
〕 坂口 順子

l 結方 節子
; 荒
"1 
和子

, 原田 敬子

' 大場三弥子

' 
本間 浩子
〕 片桐さとみ

0 絆原 文子

1 荒
"1恵
美子

2 後藤 り子
〕 諸格 奥子

1 二浦 佳子

5 野首 竹美
う 土屋千代子
7東 魔 子

, _宅  ―美

)官越美智子

)後藤 孝子
. 石
"| 
ネL子

, 赤木美智子

, ■志 悦子
l 中倉 静子
, 坪野 和子
, 岩沢 晃子
7 声沢 純子

3 長谷川信エ

)小‖1 繁子

〕 ′lヽ野山 幸
: 大
'1 

和美

2 田村真由美

3 平野り
'実

子

4 新地 和子
5 ■嬌由美子

6 崎津 秀代
7 沼宅 栄子

8 村暑智都子

9 出口真電子

0 山田美根子

1 阿部 尚子

‐2 字佐美洋子

13 綸原 幸子
H 斉藤千代子

15 富盛 昌子
16 人久保晴美

17 山田 敏子
18 失
`]洋
子

(県立善通寺第一

(千 葉 学園高

(県 立 津幡高

(昭 和女子高

(県立
",越
女子高

(市立奈良―条高

(二 階 堂 高
(県 立新庄南高

(伊部弥生ヶ丘高

(市 椰 学 園
(県 立松江商高

(九 州女学田

(四 条畷学国

(敬 ■学日高

(県 立松山商高

(県立甲府第二高

(魔 児 島 高
(山 陽女子高

(札 幌静修 高

(聖和学園吉田高

(県 立前嬌東商

(府 立嵯峨野高

(3覇 商 高
(県立宇治山田高

(松  蔭  高
(関東学院六浦高

(県 立大垣晨高

(県 立三条東高

(福 山葦陽高

(■ 佐女子高

(● 園女子高

(北海道芽室高

(県 立 平商高

(都城泉ヶ丘高

(県立日立第二高

(県 立 場 高

(県 立今市高

(県立小松島西高

(県立御坊商工高

(市 立長崎面高

(甕 円 市立高

(県 立吉原高

(県 立 明善高

(県立木更津東高

(県 立 長府高

(県立勝山精華高

(県 立彦根西高

(県 立新庄南高

・千 葉)
・
=城

)

・福 岡)
・岐 卓)
・長 野)
・徳 島)
・石 川)
・鳥 取)
・兵 庫)

・,中 ■)
・茨 城)
・山 形)
・北海道)

・青 森)

・和歌山)

・静 岡)

・神奈川)

・日 山)

・奈 良)
・島 根)
・■ 壌)

・山 梨)

(札 幌北 +高・北海道)

(敬 曖学国高・秋 田)

(県立字治山田高・二 重)

(下 関 商 高・山 口)

(県立渋川女子高・群 馬)

(熊 本女子商高・熊 本)
(県立着松女子高・福 島)
(四 条畷学園・大 阪)

横田 典子
岩潤 順子

山崎 弘野
江田 千恵

後藤登美子

実‖1 恭子

村田 嘉江

中鉢 恵子
下平みはる

内藤 愛子

円山恵美子

後薔 早薔
高田 幹子
森沢 澄子

向井 11江

上回 正子
小谷 章子

田辺 裕子

河今由美子

大友千賀子

茂木実津子

中村 浩子

工城由紀子

平野せい子

小畠 宏子
渡辺 淳子
渡辺富士子

高井 春美
高機 由美
楠瀬美[恵

西日 淑子

道下美和子

渡辺多喜子

豊増八千代

小沢寿美江

青木 itI子

渡辺 豊子
西崎 直子
堀井佐貴子

川口 政子
佐 木々責子

高嬌 治美
石嬌美代子

酒井美代子

浅繁 京子
六野 直美
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第 1会場
(新庄市体育館 )
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第2会場
(新庄工業高等学校体育館 )
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第3会場
(新庄農業高等学校体育館 )
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第 5会場
(新庄中学校体育館 )
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第4会場
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旅  館

1.新 盛 館(2-3258)
2.日 の出館(2-1286)
3.柳 沼旅館(2-4180)
4.翁   屋(2-0988)
5.第一ホテル(2-6580)
6.と まれや(2-0822)

7,セントラル(2-0950)
8.鈴 木旅館(2-2126)

9・河 内 屋(2-3920)
lo.新庄ホテル(2-5102)
11.三   笑(2-2769)

会会場

A 新サli市体育館
B 新庄工業高校
C 刑「,i:農】に1輻 1交
D  刑i11:i朽 i高 1交
E  力iサ li叫 :・・II交

(第 会́場 )
(第 1会場 )

(第 二会場 )

(第四会場 )

(第 li会場 )
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¨
ヽ 役 員 選 手 配 宿 一 覧 表

旅  館  名 5Efi,,JUfENT

笑  旅  館
2-2769

宮 崎 県

福 井 県

宮崎女「 高 (り,1・ 女 1)・ 都城商高t',1

勝山高 (リサ1))・ 111.よ高 (1,,3)・ 稿サ|:|“ lr」

/{ llr i・イ|`城 泉ケ lit

女8)・ |あ |11粘 ■イリ,1

5)

女 2)1ナリ2
43

新 庄 ホ テ ル

2-5102
県外役員

大 分 県

10 香 川 県
昭和 女「 高 |り,1

1ヽ,`■第 ¬:li(′,2
女 5)

2)
37

河 内 屋 旅 館

2-3920
熊 本 県

長 崎 県

t川 ヤ lt高 .りj81・ サ|.川 女γ ltti高 |り 2・ ケ 1)|¬■4(々「 |1常 r女 ヽ|¬ ||1本 女 」|||り t高 .り 1・ ケ 11
1tl埼 ||1同 ||′

'2・

女81Ⅲ■:||∫ |:il,,卜  .ltl,11,I高 ,り
:ヽ
~1(||1苛

||」 1冒 rlサ」:`|
47

鈴 木 旅 館

2-2126
広 島 県  i■ 機人附 |“ |)山 (り,8)・ 稿 l11,1_陽 高 |(`り,1・ 女 4)

13

旅館 第一 ホ テル

2-6500
和歌山県

鳥 取 県

新宮高 (1,,10・ 女 2)・ 邦賀高 (り,3)・ 御坊商 |:高 (男 1・ 女 8) 鹿児島県  サ|1内 高 (,,3)・ 魔 児島高 (り ,8・ 女 6)
境港 11高 (り,9)・ 倉

`li束
高 (男 2)・ 含 吉西高 (',1・ 女 6)・ 境高

`り
,1・ 女 4)

64

江  口 旅  館
2-2946

福 岡 県  |,1■ 111i(り,(,・ 女 7)・ Iサ l善 ′[時 |1川 高 |',5・ 女 1)・ 九州 女「 高 (リサl・ 女 2) 42

新 盛   館
2-3258

奈 良 県   条高 |'′
"2・

女 81¬ l'強 高 |',81¬ f¬ l高 '|“ 2, 30

日 の 出 館

2-1286
二 重 県

兵 庫 県

|,|ク |` ■,(',1())・ 1:治 |||111高 |り ,1

■ i`:高 |り,1・ 女 (,|」 ピ1崎高 |々 1,|

女● | '1'k女「 1女 21・ :け :高 Ⅲ″ 1・ 女 1'・ I治 |||||1商 (',1・ 女 2,
||||'1高 '1″ 1(')・ 加 |||||1西 高 り

",,

47

翁 屋 旅 館
2-0988

tE*lf, i,.li,ll /r. i t:l; t)t |.Ut\tt fl it \ Kn fi6iCt io

山 口 県

島 根 県

|・ 円 111り∫8

1キ ||111リリ1'

女 6)・ 長府商 (リサl・ ′々 z)

女 3)・ 隠岐高 |り,1・ 女 6,
|・ |'III:り t高 |り■3)・ 柳 ,「

~に
■ ||リサ|■ |

に|.|_|し |り,t,・ 女 21

59

と ま れ や 旅 館

2-0322 44

旅館セ ン トラル

2-0950
徳 島 県  11和 佐高 |り

"・
女 9)・ 徳島商高 (り月 )-1、 松 lit西 高 |り 1・ 女 2,一 l・松鳥高 ,|"2・ 女 1 40

"「

1召  旅  館
2-4108

大 阪 府  府 ′市岡出 (男 12)・ i′_高 (男 2・ 女 1)・ 四 111学 問 (',2・ ′、9)・ 人谷高 1,,2・ 女11) 39

八 向   館
6-2222

同 山 県

京 都 府

it)l'tlt, i ))i./rt ). i'jl{ | i;tj\ t}i I .)ttlt\)jk i \ttt.t<t,
r\'li /r i iii t)j 2 . 411r. I [rIt l],1 |ii tj2.L,1 ).4!tt,ii1 rjll)t. rlirj iti!i./t.t, .tiltt".t) ))3\ 65

烏 海: 荘
6-2238

滋 賀 県

高 知 県

′

'2・

女8)¬サ1lk西高(り,1・ 女 5)・ 帳 1高 ("8)・ 長浜上高(男 3)り |ヽ!市高 (り,3
(り,13) 43

最上川観光ホテル

6-2211
松山市高 |り,7)・ 松 |||,(高 (',2)・ I′、山商高 (り ,2・ ′^2)・ 今治

_1し 出 (′,1・ 女 7)  沖 縄 県  ′邦
“

11(,lli tり ,9・ 女 8'
衛
'(市
、

'11高
(男 11)・ 汁幡高 (り,2・ 女 8)」卜化出 ("1・ 女 1) 高 知_県  |_佐 女 了高 (リリl・ 女12)イ ,知 学 共高 (り,3)

愛 媛 県

石 川1県 77

言十 713

合 計



旅 館 名
,,1 見

人 員
県 名 及 び 校 名

伊 藤 屋
1  5
新 潟 県 青陵高(男 1・ 女 9)・ 新潟商 ,,(男 11・ 女 2)・ 新潟高校 (男 3)‐ 1条 束高 (男 2・ 女 3) |

1

3 1

′
1ヽ  りl1 1::[

: 1

富 山 県

長 野 県

高岡商高 (男 9・ 女 4)・ 宮山商高 (  男 5)・ 11市 高 (′,1・ 女 7)・  は同 女 r_高 (女 5)・ ・́ 川高 ("1・ 女 1
伊邦弥十ケ丘高("1・ 女 7)・ 長野西高 (男 1・ 女 4)¬ 1(訪

'ltF隆

高 (り,8)・ 須 1't高 性 (り,2)・
"l邦

北高 (り,5

)

, ltり ′1商 1り,4,
65

エ ビス ヤ

10
北 海 道 帯広人谷高 (男 1・ 女10)…需広 11業 (男 2)・ 北海高(男 9)・ 札幌西高(男 3)・ 札幌第 ■I(男 2)・ 札幌静修高(男 3・ 女9)
北■高(男 1・ 女8)」‖館 束高(男 1・女 2)・ 釧路定時高 (り,7)・ ′|,広 ■条高 (り,3)・ 1,幌高(男 2)・ 芽ネ高 (男 1・ 女2)観 察 員 に賀 5

71

宮 沢 屋

1 8
崚1阜 県 富 l11女 r¬Ⅲi(ワ,2・ 女 8)・ 岐 中束高 (男 13)・ 人■i農 高(,3) 26

ふ じ 館

6

千 葉 県

山 梨 県

我孫 子三階堂高 (男 1・ 女 9)・ 木更津東高 (男 2・ 女 5)・ 昭和学 園(男 1・ 女 2)・ 成田農高(男 9・ 女 1)・ 京葉高 (男 4)

甲府商高 (男 10)・ 日川高 (男 1)・ 甲府第 1高 (男 2・ 女 8)

秋 田 県 秋 |11綸●付属高 (プ)10・ 秋 11111泣 高 (55)・ 1,t受学日高 (男 1・ 女 9) 36

松 葉 館

1 2
神奈川県 平球商品 (',2・ 女16)・ 関 東学 同 (1"2・ 女 5)・ 1′ 木束高 (り,1・ 女 3)・ ,E「 関成高 (男 10)・ 慶応義熟高("4)・ 横浜緑 ケ lt("3)

福 島 県  会,F女
「
高(男 1・ 女 8)・ 着松商業("3)・ 会汁 li X(''11・ 女 1)~“ 商 来高 (男 1・ 女 4)・ 会

'I高
校 (男 2)・ お松女子高

(`:,1・ 女 3):茨 城 県  ||●第 1高 (り,1・ 久 13)・ 人口第 1高 (好41)・ 石岡丼 1高 (男 1・ 女 3)・ 霞浦高 (男 7)・ 石岡第 高 (男 3)

46

板 垣 旅 館

17
67

孫 六 旅 館

2 0

岩 手 県

青 森 県

釜石南高 (男 2)

「 葉学 l判 lrli(男 1

盛 M第 四高(男 9)一大迪 高 (男 3)・ 専人北 11高 (女 2)・ 盛岡市 立高 (男 1・ 欠 2)・ ■厩高 (男 2‐女10)
女 9)・ 浪岡高 (り,1・ 女 2)デ■石高 (り,1・ た 1)・ 束奥義熟高 ("10)・ 青森商高 (り,3)・ 弘前高 (男 2)

61

原 田 屋

2 9

宮 城 県  檜|ケ 岡高 (1',3)・ 佐沼高 (,,9・ 女 1)・ 育 災学国 (ァ,5)・ 東北高 (',2)
聖千11学 院 ,lf IH高 (り,2・ 女 9)・ 塩 釜女 r‐高 (男 2・ 女 3)

36

喜 三 楼

1

栃 木 県

群 馬 県

静 岡 県

埼 玉 県

愛 知 県

東 京 都

真岡工高(男 10)・ 石橋高(男 4・女 2)・ 宇都富工高 (男 3)・ 今市高 (男 1・ 女 5)

渋川女子高(男 2・ 女 8)・ 前橋東商業(男 2・女 5)・ 桐生市立商高(男 11)・ 桐生高校 (男 3)

掛川西高 (男 1・ 女 6)・ 富士宮東高(男 1・女 2)・ 吉原高(男 2・ 女 8)・ 古原工業高(男 14・女 1)・ 富士富北高(男 5)

川越女子高 (男 2・ 女 13)・ 川口女 子高 (男 1・女 10)・ 行日女 F高
`男
1・女 3)・ 春 日部門(男 9)・ 戸田高(男 3)

守山女千商高 (男 1・女 12)¬1都学関(男 1・女 3)名 古屋電気工業 (男 13)・ 東海高(男 4)・ 時習館高(男 4)

日大鶴 ケ丘(男 11)・ 都立第 1商工 (男 3)・ 二階堂高(男 1・女 9)・ 巣鴨女 r・高(男 1・女 4)

205

合   計 699

３

■

学

55

ほ てい 』E

2 7



夏バテを知らない体力を
毎 日の生活 か ら「健康」を取

ったらイ可が夕装るだろ うか。

人間 らし く生 きるための

「健康」を一貫 して追求 して

いるのがヤ クル トです。

ヤ クル ト・ジ ョア は

冷 や してお飲 み くだ さい

新庄ヤクル ト販売有限会社
〒996 1行 ′

==け
メ:手口丁2  33●■2.:883

明治 スカ ッ ト

[1本の健康 を育てて50年

I二、
′ロ

祝 インターハイ

1'い様の健康に奉仕する

明 召卜 茅L
‥
し
一事牛
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マ

′ヽ　　　　　
ロ

К
ホ
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森

‐
『ノ森

新庄市沖の町 10番 46号
森永牛乳 新庄販売所

三光舎販 売所 東  北  園
加 藤 正 三 新 庄 ]|∫金 ,尺 3,089

TEL2-2248TEL2-4079

ヤクソLト

口 66
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自由自在のアットヮークは

大地まで味方にしてしまう
力強いダッシュカ、敏速なフットワーク

ー
スポーツ|:

足元の動きが基本です。だから、足元の装備には細かを

神経を使いたいもの。ヨネヤマのパ ドミントンシューフ

をご愛用ください。軽快に、しかも力強く動きまわれて、
`L

レません。それに、サイド皮つぎですから、耐久力も抜群

スポーツを科学する、ヨネヤマならではのシューズです

バ ドミントンシューズ (サイド皮付)¥!′ 500

■ 63
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栄 光 の あ と

(「TI千本戦 の 部 )

回  数 年 度 1用‖す也 種り|| 参枷樅 l イ■

関 東 学 院 (神 )

十L   ll   '東 (1ヒ )

関  束 ・羊 院 (神 )
ホし   1見    南 (1し )

2 位 3 イ立

第 11口 1 1950 |
|

樹 i兵 |"
男「
女 r

42
30

緑
,=

工E(卜 |)

幡 (石 ヽ
令 沢 泉・ ■ (石 )

新  i鳥  中 央 (新 )

第 211 1951

1952

ホし  ,晃  計,
男 r

女子

42
38

聖

オL

学  院 (神 )
幌 星 園 (北 )

金 沢 泉 ヶ 丘 (石 )

Z:1        利1((十風)

第 31口 l 善 通 寺 市
男―r―

女 r
63
16
金 沢 二
ホL   '兄

水 (石 )

南 (北 ,

金 沢 泉 ヶ 丘 (

善 通 寺 第 一 (

イ )

)

`

」し

十し

澤,(1ヒ )

東 (北 )nt

第 41口 1 1953 山 形  市 男 r
女イ

65
66
」ヒ           ",(」 ヒ)

尚 綱 女 学 院 (■ )
関 東 学 院 (神 )
黒     石 (青 )

関 東 学 院 六浦 (神 )

才::  ォ公  ,′て  'r:(1昌 )

松  江 商  業 (鳥 )
若  松  女  子 (福 )

聖.  =/:  院 (東 )
善 通 寺 第 一 (喬 )第 51口 1 1954 金 沢  市

神  戸  ||,

111 台  lli

男―r

女 r

69
71

金  沢
坂

水 (石 )

出 (香 )

第 61口 | 1955
男 r
女―r

38
39
聖  学  院 (東 )
山 陽 女 子 (岡 )

金 沢
~水
(石 )

尚 綱 女 学 院 (■ )

山 ,F多 市 立 商 業 (山 )

善 通 寺 第 一 (香 )

黒     石 (青 )
。1綱 女 学 院 (官 )第 711 1956

男 r

女 r

40
40
松 江 商 業 (島 )
善 通 寺 第 一 (香 )

白

山  1場  女
石 (■ )

子 1岡 ,

第 81‖ 1 1957 松  江  市 7-r・

ラ:― r・

41

40
山 形 市 立 商 業 (山 )

善 ,11寺 第 一 (香 )

松 江 商 業 (島 )

敬  .■  学  園 (秋 )
:普[:    弓̀:    勝::(ラ編:)

前 橋 市 立 女 子 (群 )

山 形 商 業 (山 )

善 通 寺 第 一 (香 )

潤は       1番 (イ r)
山  陽  女 (岡 )

新             潟 (新 )

・ ]綿 女 学 院 (宮 )

山 形 市立 商 業 (山 )

善 通 寺 第 一 (番 )

帯  広
坂

■ .t

,11'「 |

大      木 (人 ,
敬  受  学  回 (秋 )

山 形 市 立 商 業 (山 )

善 通 寺 第  ・(香 )
横 浜 緑 ヶ 丘 (神 )

敬  愛  学  同 (秋 )
神1  戸  商 (兵 )
高  岡  女 子 (富 )

新  潟  商
敬  愛  学 _ 11

横 浜 緑 ケ 岡 (神 )

新  庄  南 (山 )
松   江  商 (島 )
真 岡 女 子 (栃 )

聖

|=] |,i

学   院 (東 )
女  子(富 )

山 形 市 立 商 業 (山 )

敬  援: 学  園 (秋 )
新 潟 商 業 (新 )

新 潟 中 央 女 子 (新 )

新

新

i,, 商

子

十 111

」ヽ  :||

宮 山 I“  聟争(,:1)
■7  庄  南(山 )

帯 広 二 条 (北 )

城 北 女 子 (山 ),'サ 女

呂

荀女

| 商 業 (富 )
学  同 (秋

'

新 潟 商 業 (新 )

布  施i 女 子 (大 )
秋 日 経 大 付 (秋 )

善 通 寺 第 一 (香 )

呂

真

山 1商  業 (■ )
1綱  女 子 (栃 ) 成

|』 商  業 (富 )
女  子 (京 )

ヨヒ 越  1商
布  施 女

1 ,11
■ ,、宏

官

敬

城

受

li

′
/:

業 '1:i

l● |lf人

高  岡 商  業 (,11)
山  I場  女 了 (岡 )

富  山
新  ,8

1 l   t. 111

1`, |■ ‐111‐

* t,:
E{l ,l r

高  1岡 商  業 (富 )
東   大   阪 (人 )

金 沢 市 立工 業 (石 )

新 潟 青 陵 (新 )

金 沢 市 立
「
業 (石

'

,Iモ     ブ、    1,え (ブ、:,

桐 ′L市 立工 業 (群 )
成 安 女 子(京 )

富  111 商  業 (富 )
真  岡 女  子 (栃 )

新  潟 商 業 (新 )
成 安 女 子 (京 )

正      強 (奈 )
四 条 畷 学 国 (大 )

日 本 大 学 山 形 (山 )

成 安 女 子 (京 |

|

第 91口 | 1958 判i i鳥   「lj
男 r
女 r

40
40

第10回 1959

1960

会津若松市
男

女

r

r

44

41

第 11回 久 留 米 市
男 r

女 r

43

43

第12回 1961 弘 前  市
男 r

女「

42
42

男子

女 r・

■_____
1  42

1  43

I.I, 1962 高  岡 市

■ 11 1963 鶴, 問  1打
男 r
女 F

44

45

45
46第15回 1964 京 都  市

男

女

∫

|

第 161口 1 1965 熊  本  |lj 男
女

r

r

47
45

第1711 1966 弘  前  |「
男 r

女 r

46
47

第 18回 1967 金  沢  市

第 191口 1 1968 福  山 市
男

女

r

r

47
48

48
48

47
47

第 201111 1969 桐  生  l"
ち .

′人 ,

第21回 1970 名 古 屋 市
男

女

r

r

第 221口 1 1 971 善 通 寺 市
r
r

男

女

4 7

4 9

09■

|
上 ―■――

■

|

男 r1461金 沢 市立 工 業 (石 ,1市  立 一
女■L48_曖_,8青 墜新)1■__杢

1
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C栄 光 の あ

(個 人 戦 の 部 )

2

`立.  `   
「 1     ■          _      = 聖 :覇T~τ 諄¬

(函 館 束 )渡 辺  公 r (尚

(や喧

掏 ) 佐 々 木 功 子
関
薔 lu

■手P,
P〔 :]

嘉 保

寿 子

■r摯予
_l`t〕

小官 好雄
小林  桂 F

.関 大 学 lt,`1'1,
_善  ¬:11  lli‖ |

蒔 L」
蓼,最昴

(松 江 商 |

(全城 高 ,

高 |||
1ヒ イル

今 村
松 日

二 浦  ~作
円 ili■ 紀 r―

(奈 良 商 11)森   兄 ―
(牛 治 山 [U)伊 村  博 子

イ● 3

`.,

'ヽ
61● |

第 7口 1.56 仙 台 市

第 801 1957 松Ⅲ Ⅲ

=ヽ

91● 1  1958

1神
戸市卜等機
|   1女 複

74

rl 77
|,' 84

73 (聖学 院 )水 丼 ― lヽ野
(山 陽 女 )友 野 ・ 権 |ロ

(四 日市 農 ,林
(書一 高 ) 永 田
(全 沢 i水 )北 方

し口F
颯 /―

F宅 )  |ヒ 島

り,,|
″l,

(≦望F
I普

|;′じ|

Iヽ ‐
古 野 ・ 福 水
横 井 ・ 井 ■

74

下 而 F形雨
~竃
T苺 瘍

78 (書― 高 , 横
'1.キ

メエ

78
78

'',`l' 81
女 単 1 81 1(一  高 ) 田 島 外 茂 ―r
り,I史   80   1「 月)ヽ メヽ ′甫 )′l・

'Il .1存
ィト

々 ,夏  1  79

軍■ 73
' 
→■   ||ち  , |11,わ ・ |:||ヽ

(山 形 商 )板 垣  善 憲s I 78 i 1+ra'tE;t nitrg.^+
73

(山 陽 女 ) ′jヽ 林

(山 陽 女 )

.´、̀
l_|(1‐

青  ,1ヽ

,蓼′・
口」 |。 ・

小 日

入 西

(山 形 商 )
(山 陽 女 )

板
小

1117■

,'H]

{関 西学院 ,中 |サ   智
(北陸・′1屹 )長 田t喜了

平 野   隆
尾 関  紀 子

・水

.'Ⅲ
l'

■ |.
79

女

一”

女

「

`l'   83     ■|:  `:1, 蔵 本 「え「

(山 形 市 )板 ヽ
(金増 高 )'II
(豫≠ケ 11)  I岡 ||う

■■
|||‖ i |,

入 丼

イ(ホ寸
・札 1宅
「
_′ i味 ‖|・ 堀 ロ

t善― 高 1 蔵 本 ・ 4本
(茨 木 高 )工 井  治 之
(善― 高 ) 福 本  和 子, 101● 1  1959

|ヽ 111`,1  1960

''サ

`:,   84

1崎 ′ヽ:'1. ・ 1ヒ |サ
蔵本・有本

・ I (高 松 商 ) 東 条 ・ 丼 に

円1
:商 イ

′( ネ雙 1  83

■ |~百 4
i● 1  83

岡 崎  恵 二

"責

り1・  x了
fia+ EI Ita tE+ (神 戸南 )近 薔 利一′■

'高
)情   奉子

.1奇    |:1, (善― 高 )福 井

´ l● 木
||′ 一”

女

”

女
(糸肇ヶ ]「

`善
・高

笠 原
f`崎

t新 月 高 )福 島 ・ 高 見
(,1原 高 , 関  ・ 内 藤&l8l I LHffir(r l- .iE+

―

―
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１

　

一

　

１

弘前市‖繁婁―尋
1女複 | 

“

~~~~~~~「~勇
デコE~|~~こう

~

高I岡市陽書■詠
1女 複 1 85

(甲 |`,商 ) 秋 ||| :真 男
(富 士 見 高 )望 野  政 枝

1、な ―

■ 子

(1■

'台

111 1ll, イテ十寸   F午
.新

「

市  ` 小笠
'`:詔
子■ヽ 121● |

,,13L」

'イ

,141,ll

第 15111

(新 潟 商 )大 竹 ‐安 沢
(新庄 市 )小 笠 原 ・ 渡 辺

(山 形商
(■  々 輌t

(帝 広 三 条 )中 村 ・ 松 浦
(掛川 商 ) 高 木 ・ 天 野

.■■r」 ,t
山 |;ヽ 1′′

|● ||'「

.I月 、  .|
(来曇ケ」i:
(高 岡 々

′
,ヽ お
橘

―一=F
,子 う̀

(富士 高 ) 斉 藤  正勝
(高 岡 女 ) 室 崎  た r

売 川
多田

(緑 ヶ丘 )´ 」ヽ島 ・ 翔 嬌
(高 岡 女 )室 崎 ・ 河 付
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一
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一
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1男 単 1 87

鶴1岡市卜禁愕
裏‖: 光
"高嬌 とも了
(聖学 院 )関   ― 誠
r新 潟 ,1,央 )後 藤  和 r

(聖学 院 ) 中 村   宏
(北 |―高 )高 森  幸 子

星 野 ・ 襄 円
加 薔一 石 崎

神 日
,菫 iコ

(聖学 院 , 関  ・ 中 村
(新潟 中 央 ,後 藤 ・ 茂 沢t(:雙   85

'′′
々

,:ヽ

`|,■

,

単

~188

■_1_90
(余 良 商 工 )森   芳 夫
(敬  愛 )佐 々 木 ク ミ

(高 岡 市 ) 盛
(女 了 工 芸 )竹

【噴 阜 [_1 堀   ■雄
.高 岡 女 , 硲  lご 英 r

(富 山南 ) 高林・池田 |(高岡両5~~「王再
(女子工業 )竹 内・石本 |(新潟中央 )高野

博 之
■
「「
盛 野
i■ i型

(余 良 商 工 )森  ・ 河 付
(真 同 女 )植 ホ ・ 大 島

88
′
`捜

90

年 度

・●山市  ` 西 |ナ  美鶴

92 (富 山 商 ) 森 田 ・ 松 島

り

"l'
92 t常 山 商 )下 ‖l 春 樹

り■, 92 (正  強 )
(山 形 工 )

西 サ||

大 場
イ■里予
千六¬E

な
`,

`(`に

96

71■
普 通 寺
市

95

I 'fi,2.*'frt6 Br ,#.2.*, aa &ft

名 古 屋

1  94

P
94 1(成 安 女 ) 陣 内  裕 r

94 .(成 安 女 ) 岡 崎 ・ 陣 内

(■通 寺 第  .白 ・人 矢 伐

り′●I`

.'lⅢ ∫́

々 `|

.=シ
^

(四 条 畷 学 口 〕西 尾 真 理 子

(高松 腐 , 中 原 ・ 木 下

(市 立 ・条 )佐 伯 ・ 古 谷(四 条 畷 学 固
醤 尾 .メ 本

新 庄 南 ,

成 安 女 )

正  強 ) 西
"1 
摯 美

二 条 商 ) 土 田  証 雄

条 ) 佐 伯  智 i

(新庄 南 ) 矢 u・ 本 問

(四 条 畷 学 □ )
秋 本 人代 美

(新潟 商 )山 ‖l・

“

野

(四 条 曜 学 日 )
秋 本 八 代 美

(日 大 山 形 )米 直

「

中 島

巽
日T
:青 ,ヽ

谷

IⅢ ‖|
Ⅲ根

矢 日

'`"奇

(四 条 畷 学 回 )
秋 本 ・ 西 尾

(国 大 山 形 )米 11]正 和

92
89

:ヽ車 1lliЙ リ 栂 野 尾 昌 ― |(富 山 商 )

(布施 ″ )近 藤  光 枝 ■ ,11
)栂 野 尾 ‐キ前
)山 本 ・ 緬 月1

前

本

寺

山
信 之
真 江

(日 大 山 形 )沼 沢  利 ―
(布施 女 ) オ 脇  炒 ‐r回]16[]1 1965

aう 17111 1966 弘 前 市

全 沢 市

第 19「1 1968 椰 111市

1男
lt

,本市「言 92    138    .
「
ヽ

富

青
(日 大 山 形 )``沢
(真 岡 女 ｀ 上 野

'■
t寸

●

“

奇
(岐阜 工 )堀  ・ 杉 山
(布 施 女 )近 藤 ・ ォ 脇

(●城 工 )
(山 陽 女 )

我 2
浦 !1

―
F「

恵 子

”

女

”

，
(暫潟 商 )本 ||・ 高 橋
(新 B青 陵 )本 間 ・ 日下

(新潟
'Ⅲ
央 ,高 坂   素

色 山 商 )米 国   実 |(金  沢 )黒 fn  博

(官域 工 )

`山
陽 女 ,

市 サ||

浦 L]
我 妻

`場
,ヽ

市 ‖1  清
遠 藤  幹 子
午■,
′
,ヽ 1コ

永
藤
Ⅲ

々
`ll (新潟 青 陵 )和 ″(マ チ 子

(富  士 )笠 丼 好 ・

笠 井 教
しヽ .辛F● :″ |:た  ¬||:・

`i「

(真 岡 女 ) 田 仲 ・  枝

92 (高 岡 蘭 )二 上  敏 日  (崚 阜 東 ) 足 ご
~「

=房
1女:単 94 (東 大 阪 )平 山  泰 子

(□ 大山形 )田 所 た男

`日
大山形 ,近藤 好男
真
.真

女

女

岡

岡
豊 口  磁 F
橋 本 ● イヽ 子

(高松 商 )松 田 ・ ■野
(日 大 山 形 )遠 藤 ・ 口 所
(成安 女 ) 陣 内 ・ 村 田
(東 大 阪 ) 高 崎一 人 場
(天  理 )金 田  籠 造
(日 大 鶴 ヶ丘 )市 ,栄 文

(:F_  1螢 ,

(高 岡 市 ,
植 田   責
牧 野  光 男

'|I  J. 余 良
池 田

,羊 =子

栄 子

..1'

(成安 女 )
(東 大 阪 ヽ

岡 崎
池 田
ヤら,表
1'1]1

|●    92 (富 山 市 ) 章 島 ・ 布 日 (高 岡

“
' 
二 」r● 林

'東 大 阪 , 平 口

「

柴 山 (真 岡 女 )清 水 ・ 藤 ロ

(大聖 十 )銭 谷  飲 治

■ 7,

γ1211。 | 1970



/数年は学年.0て 囲んだ選ヽ
子ヽは個人戦にも出場する者ソ

選 手 名 簿
男 子 (1)

。ヽ 県  名 学  校  名 監督 (コ ーチ )
マネーシャー

人

――
||.

「
名

沖   縄
那 覇 商 業 屋 比

(知 念

根路銘

久 潔
幸男)

洋 子
'、

千Ⅲ ll:IⅢ  3
【
i llll!11.2

|‐ 11  ., 夫見謝智之3 我那覇隆伸 2
平良友フKD

鹿 児 島

鹿   児   島

県  立  '11 内

別 府   照

′
lヽ  'II 道 智

西村輝行③

奥山降男 2

小日原啓朗 3

下柳日実行 3 日高幸太郎 3
千野政義 ,

宮   崎

4 大 分

熊   本
九  '11 学  院 |" 田 (7 ,|' ||  ‐  .3

・  .    1
1    .   1

長   崎

, ,蘭

県 立 長 崎 東

県 立 長 崎 南

樋 口 隆 員」

泉   克 弘
吉 成   稔

川久保暢宏③

本田正勝 3

森重 朗③
大東良平 3

小森健生①
大

'1舅

喜 3
11● 輸 2

二浦久利 3

松回五雄 3

松 111 i青 2

佐   賀

福   岡
県 立 明 善 (定 ) 武 藤 照 子

県 立 明 善 今 村 正 道

井上若司 4

緒方光太郎 2

牟田義昭③  謝 由 3

高   知
土

高

佐 中 内 章 雄

(田 代  豊 )
小 野   卓知  学  去

岩田 猛②
山下正純 2

尾崎 明 3
':|も

腋■ 2

浜 ||1高 博 2

,中彙 t‖l,3

10 愛   媛

県 立 松 山 市

県 立 松 山 東

県 立 松 山 商 業

北 岡 敏 郎

石 九 良 男

杉 原 利 武

森 1:久③
ll好英幸 2

松野木聡 3

浜中 勉 3

渡部禎純③

中野敏郎 2

名智 i出
.3

桐島正彦2  東 俊彦 2

11 徳   島

県 立 H和 佐

県 立 徳 島 商 業

仁 木
(勢喜
ロ ホす
カロ 林

義 顕
雅章 )

真 洋
章

和佐鳳1 0
中 il ll:好 2

:|:本贅司 3
11:1水イ|11,え 2

杉内部弘③
林 貞雄 1

吉兼正伸 2

杉本治夫2  森 治郎 2

12 香   川

県 立 高 松 商 業

県立善通寺第一

,こ 坂出工業

浜 崎 ブヽ 雄
(小 片 T恵子

'柴 日 明 人
森 :口  桂 ,ト
藤 原 不ll 丈

栗 英円l③
小野坂和美 2

北谷恭一③
大前明久 1

岡1奇■1え 3

高鳥 宏 1
同内克泰 2

宮本 ||

IIII11 1「 |」 |13

111村

`111

|'4、 t_肛 311
1illl 'li 3

1-IIttl(11'1 3

1,中 信行0

尾方康弘 3

品サ|| 1贅 3

末長戸,郎 3

渡辺光男 3

前原和晃 3  山本健 :3

13 山   ロ

下  関  商  業

県 立 柳 井 工 業

県立下関中央工業

石  ,「  末 41:

_ ,甫  捷 治
森 岡 康 弘

14 広   島
近畿大学附属福山 藤 原 芳 治

土 屋 和 則

青山典之③

大土井弘之 2

木村浩之C) 藤井良之③
山田進一郎 2

諏訪 1承Э
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男 子 (2)

.ヽ。 県   名 学  校  名
人

¨
］
貝

15 岡   山

18

監督 (コ ーチ )
マネ~ン ヤ~ 子 名

県 立 倉 敷 青 陵

県 立 倉 敷 工 業

橋 本 千代子 7 重丼文1ズЭ
難波圭祐 2

東 昌二 3

堀 全雄③
橋本敏邦 1

北井勝義 3
"='彦
2  構H 済2

民■也寸き 1

火

" 
鼻 2小 原 健 吾 3

小 林
(青木

茂

栄吉 )

美佐子

Ξ‐l  a“

藤 魔КD
森山美治2

.  | .]

16 島  根
門

山県 江 川 貴谷暢夫③  日笠文雄 2

県

県

立

　

立

境 ェ

　
　

士
ロ

業

　

東

毅

弘

人

芳

明

木

村

木

西

中

鈴

回辺 冒③
宮本一二=2
市サ|1祐 ―郎 3

出石 勉③
石丼邦彦2

和田総 ・③
り|■ ll 夕12

浜名利之②
17 鳥   取

＾
＝

県 立 新 宮 伸

，

一
九

宅

光

　

淳

栄

尾

藤

　

里

回

荒

佐

＜

広

前

数`T昇資 3

上野耕生 1

畑中伸弘③
道前正人1 |‐   1

森本邦夫 1

和 歌 山

県 立 那 賀 2 佐占純-3  森 |′
 |"3

谷 口
(川 本

吉  '11
′
lヽ 日
武 田
(中 島

上 岡

章

＞

隆

夫

利

―

宣

司

　

　

　

一

隼

清
敏

博

真

康

中井基夫③
池円文昭②

南田義正③
山ド寿美雄②

松本r,郎 3

小A和 た 2
官国裕二郎 3

19 良 県 立 添 上

奈 良 市 立 一 条

辻 敏弘 3

塚本良-1
棟 敏彦 3

勝井 清 1
茶谷正美 3

1

杉本重幸 2

北村佳嗣③
斎 義和②

友延正彦 3

高木日|「た③
葵 長義 220 丘 庫

2

府 立 市 岡 浮 舟
(平山

前 ′||
平 石

弘

，

渡

子

憲

恢

明

　

克

井上健二②
浅田重紀 2

平井克典①
人前茂-221 大   阪

i[ 2 萩原 洋 3  イ中尾信 ・②

山 藤

(

人

山

円

佐

朗

，

孝

男

耕

美

広

哲

義

敏

能

　

治

井

中

釜

崎

中

野

田

7 木村幸次郎 3

富本和重 3
令

`政

久 3

古川忠―郎 3
小堀三千尋 3 竹村孝八大 3
大野滋治 2

22 一只
府 立 鴨
,各

,1

星

野

宮崎克己 3

石用呂義 2

加納武司 3

せ Lヽ秀樹 3

森下康弘 2
府 ″ 嵯 峨

県 立 草 津 ,上

(西 村
ハ1 村
堀 江
沢

夫

，

明

泉

寿

幸

正

弘

嘉

　

長

南川広―③
広瀬克美 1

掛国政己CII
九岡俊治 1

|「 |■
:,''2

rl,|ィ ,11
釣 信雄 2

23 滋 賀

県 立 長 浜 商 工

県 立 八 日 市

戸回昌和③
小梶隆呵3

小野博己 3

|'11(引

"り
I.I 水 谷 貞 夫 171同井晴久③ 三橋良平③

佐野典
'7:2

坂本雅美③
24 菫 (大世古吉弘)

奥 野 良 平
奥野 正 2

名占 |ギ:.L′ス 1.え 香

佐

井

福

村司郎 3

治 悟 2

L 龍③東      海
県 立 時 習 館

25 愛 知

紀

　

治

喜

正

　

盲
一
章

野

　

岡

中

中

　

福

田 井 尋 夫③

伊藤睦彦 3

伊藤清治 2

梶田和也 2

河合 裕 3

黒柳直人 3 久保ロロ‐出夫 3
小洒井勝美 2

■
'2

~~~■~

1正

甲     南 1川 崎 澄 雄

|(北 垣 基 )
1森 山 幹 也

県 立 加 古 川 西 1岩 坂 和 光

1

十一―十一―
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監督 (コ ーチ )
マネーシャー

人

員
名;雲 子

二見尚己 3吉村敏明③

岩崎 純 2
市川忠則③
後藤照彦2

松浦孝秋③
芹沢英彦 2

植松明彦3  小沢 充 3

円

崎

木

藤

山

中

＜

鈴

斉

稔

＞

好

樹

之和

真

茂

26

角川 勝③小場 保③
吉田宏昭 2

古西 悟③
大橋弘之 3

後藤純一③
伊藤雅弘2

“

県   名

岡

2' 岐   阜

里,

29 福  井

川

31 富

静

学  校  名

県 立 吉 原 工 業

富 士 官 北

岐   阜   東

諏  訪

FF

金 沢 市 立 工 業

県 立 高 岡 商 業

県 ι 官 山 商 業

野 口 新太郎 7

松

嘉
」ヒ

小山浩-3  西村正美 2

松岡信正③
小山 晃 1

佐藤秀夫③
倉FB重男1

2 伊藤俊輔 3  坂上 口773

男 子 (3)

笹岡和彦③
花岡和彦 2

横田淳一③

平野慶 ・②
中村幸平 1

多田道夫 2

・
1・ 1', 11

長

野 ホ寸 泰 誌
(森  芳 夫 )
足 立 天 由

伊

須

長

瀬戸 充 3
茅野明彦 3

長野良彦 3

■本聖二 3

1崎孝晴 3

'‖

上 孝 3

小日多美夫 2

小田原隆 2

陵

　

北

坂

業

清
　
　
　
　
商

那

Ｄ
）
３

Ｘ

治

一哄
一̈
一

原

北
石

郎

次

意

四

益

好

尾

部

沢

孝

＞

竜

介

正

餃

晃

内

本

上

山

＜

村

県 立 騰 山

県 立 高 志

兼

光

尻

納

破

江

善

＜

加

不

，

，

夫

爾

一■
武

中

橋

部
一
　

田

辺

高

阿

ｔ

小

渡

河原山

(石 丸

山 形

晴 夫
治平)

博

山下敏行③
安原謙二3

谷島助男③

木下一彦 2
林 芳宏③

藤本 浩③
山下利文 2

三ノ宮芳和③ 盛野弘進 2
加野裕之 1  高瀬 洋 1

口形彰宏 2

笠
'|1 
博③

竹原久泰 2

宮原 -3

林 浩二 3
長谷川博幸 1

塩田秀行②

内回博之③
米倉敏樹 2

山

,日

弘

，

正

裕

32

36

新

白
勺一エ県

甲府市立甲府商業 功刀 政C)
平田芳夫②

星野雅之 3

出中栄司1

穂坂広治 3

渡辺 敏 2

菊地靖典 2

宮内 忠 1
根来幸夫 2

日

―

塚
山

村

遠藤

博

，

生

文

男真

将

良

一
＞

徹

夫

男

哲

藤
　
　
　
英

哲

井

島

　

部

木

渡

峰

＞

子

男

市

隆

庸

麗

哲

一
，

成

伸

郎一

清

雄

一　
　
謙

梨 |;|

一二

■

上

―

立

一
子

県

1慶 応 義 塾

1県 立横浜緑 ヶ丘

‖
|

II本 大学鶴 ケ]1

巾●I壮ィ」

石‖1 聖③
池上 潔 2

佐々木雄 i③

小林康男1

神 奈

中

(Z
失

鈴

石

梶田敏夫0
石島友 13

清水政明 3

後藤武信③
複 博久2

迪藤嘉明③
福!H利 ,,2

―1 茂海③
鳥山康行 3

中谷明人②

池 ||1隆治 3

人森惣戸〕③
H●  敬 2

根本治明③
山本良-2

前 日
(矢 島

栗 谷
出 井

耕 作
時広 )

満佐夫

衛 一

千 葉

県 こ 成 ||1農 業

県 立 京 葉

松 1司
.高橋

清 1:i

渡 ,型

相京祥平 3

山下和美 2

中村新 ―③  篠崎誠治3

古賀正則 3

木村義明 2

白子 孝 3

飛永 悟 2

木村 栄 3
鰹 ,召陽―‐1

宮本忠雄 2

山‖1 勉 3

2

県 立 春 日 部

1:i大

県

37 埼  玉

立  戸
I巧

「
11

唐 沢
(松 田

石  '1
中 野
吉 野

小林静男②
帰山好和 3

石川泰久3  鳥村哲司3  大沢吉次 3

′3日

7

|    |__L_____斗

__|

35 東  京

_L__●

1-―――――――‐―――――――――――――――――‐―――+―――――
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■ 74

男 子 (4)

.ほ 県   名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネーシャー

人

員
‐t 手 名

38 群   馬

桐 生 市 立 商 業

県 立 桐 生

西 巻 育 夫

(桐生台次郎 )
慶 野 仁 一

関   俊 夫

千明 1まD
岩崎盛和2

栞原恒夫③
亀ユ徳次郎 2

橋場仁義 3

吉日宏明 2

′
|ヽ″ズ1'1,,13

茂木秀之 3  堀越恵次 3

39 栃   木

県 立 真 岡 工 業

県 立 石 橋
県立宇都宮工業

亀 田 光 重
(大嫁 謙二 )
仲 野 政 美

古 口 紀 夫
宮 本 明 博

石崎真弘③
野沢 保 2

粕谷 武②
浅香光 -2

富山 進 3
多日出衛 2

館野 ′丈 2

回中克己 3

高島栄 ‐3

館野広幸 3

江藤■行②
青木 裕 2
富日 功 1

渡辺 稔②
小松崎登 2

四官雅人 1

橋本 晃 2  飯村 進 2
40 茨   城

石

`甫

岡  第

川 上
(同
紙 塚

隆 雄
上 )

博

41 福   島

県 立 会 津 工 業

県 立 若 松 商 業
県 立 会 津

山 口 栄 ―
(佐 々木 東)
山 中 玲 子
中 島 俊 文

鈴 木 浩 ―

水山克雄③
二瓶敏彦 2

生江光男 3

矢部芳光 2

根本昌幸 3

鹿目義弘 2
寺田 事K2)

田中行広 3

城戸 武 3
五十嵐敬二 3

|

秋田経済大学附属

42 秋 口

秋  田 市  立

沢 井
(安達

柏 谷
宮 越

芳 夫
雅之 )

優

龍 三

小野寺   栄
(佐藤 義暉 )
遠 藤 弘 子
水 π 敬 二

菊 地 征 ―
蒔 田   修

三浦 彰③
田口政行 3

加藤 ↑ⅨЭ
星野 久1

小モ  ロ,3

佐藤 晃 3  加賀谷彰 3  岩崎清和 2 浦 誠 2

|

佐 ,召

43 宮   城

今野 啓③
門脇良尚 2

千葉 仁③
鈴木 茂 2

門脇宣郎 3

尾形栄 ・2

千葉利行 2

八巻―夫 2

阿部 賢 2
古川靖弘 3

森  茂 2

44 岩 手

県 立 盛 岡 第 ,Ч

県 立 大 迫
県 立 釜 石 南

川 村   薫
内 藤 伊津雄
伊 藤 慶 治

小野寺 昭 美

浅 ,召  孝 3
手塚 剛 3
佐々木憲-3
北野和敏 3

佐々木広③

橋本二司 2

佐々木和弘 3

中森 知3  村上信夫③
松田 浩 2

東 奥 義  塾

45 青  森
県 立 青 山 商 業
県 立 弘 前

北         海

札   幌   西
札  1兄  第  一

16 南北海道

釧 路 商 業 (定 )

帝 広 二  条
羽     幌
帝 広 工 業

47 北北海道

菌 西
(斉藤

山 ロ
高 島
横 山

強

和則 )

久太郎

巌

正  二

須藤 茂③
工藤吉彦2

菊地一志③

藤野勝春 2

小山雅嗣 3

宮川通治 2
高木 明 3

加茂谷敦実

下山 謙
福士誠治

桜 居 義 久

沢 田   寧
藤 枝 正 道
佐々木   進

山川 豊③
長谷地孝-2
村上孝夫③
平沢 徹 3

佐々本家Э
高口政則 2

中田仁史 3

中川紀夫 2

場合 聡 2
IH辺義彦 2

大 庭
(渡辺

三 浦
笠 井
桑 原

弘

俊克 )

イ申

武 彰
芳 弘

望月鉄司③
篠原晴夫 2

藤田末広 3

渡辺英二 3

兵頭洋充

荒木英男④

道見勝彦3

野田弘政 4  武藤 豊 4

48 山 形

県 立 山 形 東
県 立 新 庄 北

県 立 山 形 工 業

日 本 人 学 山 形

森 谷 義
(安達 敏
鬼 沢 雅
桔 梗 喜

(沼沢 利
田 所 光
豊 島 圭
高 梨 敏
横 山

信

)

敏

)

男

宏

正

7

7

2

2

1

渡辺秀明 3

斉藤伸也 3

渡会富勝 3

菅野 隆 3
阿部明則 3

安田克己③
曳地由和 2

大山信彦③

秋葉 博③
後藤祐二2

林伸―郎 3

秋葉 忠 1
三井幸嗣③
金沢英次 1

西村芳博 2

工藤重広 3

吾妻正幸③

三浦―則③~本
柳剛 2

吉尾 実 3
細川広美 1

仙 台 育 英 学 園

東1    北

東北学 院溜 ヶ岡



選 手 名 簿 女 子 (:)

手 名.立

|

|

|

|

県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ )
マ 不 ― ジ ャ ー

人

員

沖  縄
那  覇  商  業 1屋比久

|(知念

1根
路銘

潔

幸男 )

洋 子

屋嘉比典 rO
石原恵 r2

備瀬道予Э
与座孝子 2

牧志悦子③
上門菊技 2

■域由紀了くЭ

鹿 児 島
鹿  児  島 鷺 山 昌 三 東 麗子0

回中京 r‐ 3
■:都裕耐Э
村山純子 3

小谷章子 3

岩越むつみ 2

下口代京子③

竹下絹江 3

宮  崎

県 ● 都 城 商 業

都 城 泉 ヶ 丘

宮 崎 女 子

山

相

平

屋

内

良

川

良

勇 紀
洋 子
文 雄
勝

安藤真知子③
木脇洋子 2

新地和 13
黒木淳子 1

伊集院信手③
田甲真弓 2

豊増八千代 3

園日千鶴子 3 竹下欄江 3
鶴吉智子2

大   分
昭 和 女 子 吉 田

(佐藤

村 瀬

信 之
紘― )

信 子

緒方節 rO
小島和家D

江田千恵③

宇野スミエ 2

坂 口千恵子③  坂本秀子 3
穴井富美江 2

熊   本

九 州 女 学 院

熊 本 女 子 商 業

熊 本 中 央 女 子

福 沢
(渡辺

安 達

西 岡
工 藤

善 和
昌子 )

文 子
スイ子

勇 参

河野悦子 3

"1崎
美智子 2

茂村結子 2

古閑弘子 2

後藤早苗②

吉口笛美 1

斉藤君千 3

弓削鈴子 3
小松野好美 3

It崎 1ぃ14長崎商業

長 崎

樋口真知了短)
川口政イ0

倉田保子③
岡部陽子 2

山田美根子② 野中ミチ子 2
平松由美子 2

佐   賀

福1 岡

県

九

立 明 善

州  女  子

今 村
(緒方

緒 方
池

正 道
正朗 )

光太郎

誠 ―

構原幸子③
執行広子 3

田中絹枝 3

高回桂子 3

高島明美③  石橋美代 rく3)
土屋賢子③

伊藤文代 3

小野山幸③

森
"1 
文 2

楠瀬美佐恵②
楠瀬順了②

川添雅代②
口島いつ子

||1島 角可―′
高  知

土 佐 女 千 勝賀瀬

中 井
健 三
真理子

10 愛  媛
県 立 今 治 北

県 立 松 山商 業

村 .L 康 彦

杉 原 利 武

谷田和恵③
竹 /内京子2

野首竹美 3

青野瑞穂③
正岡愛子 2

向井則江 3

大仲孝子 3

越智美智子 2

餞lι lll i 3

11 徳   島

県 立 日 和 佐

県 立 小 松 島 西

県 立 小 松 島

仁 木 義 顕

(由岐中三代子)

橋 本 富美子
森 本 公 夫

平 岡 嘉 泰

2

1

7

谷本徳美 3

中川ミヤーrO
官家幸―賓Э
水井香菜子 2

大西紀美 3

原 直子 2
一山 it r3

村居智都子3 西崎直子 2
分木栄子 3

12

県立善 通寺 第一

香 , |

高 松 女 子 商 業

森 田 桂 示
(秋山マサル )

加 納 久 枝
高 尾 信 雄

山内房―rて )
寺井英

`3

長尾弥生③
石川典子 3

横田典子③
宮武朋子3

植田明 rO

11111(,「

13 山   ロ
ド 関 商 業

県 立 長 府

県 立 福 山 華 陽

田 口 勝 海

浅 谷 寿々也

.lr,11111′ r・
j_

中に 11、 /2
111盛 |||,17]

大石満佐子()山 内玉美 2
松野山美子 2

浅繁京子③

14 広   島
石 井   実 小川明美③   高橋由美③   大西陽イ() 稲川雅子()

'5■

1

「

~

――¬

2

稲 田   勝
(前日 国臣 )
塩 竃 悦 子
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女 子 (2)

.ヽて, 県   名 学  校  名 監督 (ソ ーチ )
マネージャー

人

員 手 名

15

毛 利
(国定

藤 原

清 志
久恵 )

敦 子

山 陽 女 子 田辺裕子③  寺見みど塁③
広瀬純子 1

二日明美③
近藤小織2

二宅―美③

原田美智子 1

16

岡   山

島   根

県 立 隠 岐

県 立 松 江 商 業

県 立 松 江 北

村上真由美③

森岡久美子 2

荒川恵美子 3

松本博人 3

藤岡伊津子③ 村田かくえ3 中田さつこ3
村上京子 2

陶山恵美子 3

山根順子 3

17 鳥   取

横 地   修

根

本

光

谷

山

山

て

倉

小

怜

，

雄

公

男拓

忠

章

山

木 栄
‖ 二 自|`

崎津秀代③  青木和子3  千原佳子3  中島千威子3

海川瑞恵③  イと房恭 13サ|:11典‐13
六

'十

和美 3

伊藤智子 3

日野満智子3

20

信 由
保夫 )

かほ |)

治 美

条

山

瀬

野

宇

東

＜

貝

佐

23

林

佐

食司

口

IFi

IE

真

丼

岡

＜

鵜

寺

夫

＞

弓

寿

範

円中孝子 3

角谷ますみ 3

7

山本 薫 2  ■生由美子 2

出口真理子③
西村君子 3

久保みは子③ 堀井佐貴子③
生戸明美 2波

清

本

本

本

宮

山

榎

原田敬子0
栗原千佳子 3

狭川恭子()
乾須賀子②

小島宏―スЭ
横谷圭子 1

桜井誠子②

朝日昌了②

辻かおる 1

松 尾 良 行

(山 下順次郎 )

村 上 弥 和

サ|1 崎 紘 平

米 谷 洋 子

泉 り|1 昌 義

戸根美佐子③
′」ヽ川悦代 13

酒丼澄子 3

仲西喜美代③
高村順子 3

片 岡 輝 明
(西尾真理■ )

秋 本 人代美
宮 崎 慶次郎
(山 田 正則 )
北 サ|1 洋 子

坪野和 KD
蓬茉知里 1

江原かほる1

佐円伸江 2

秋本幸子C)徳 田敦子②
黎□彰子2  堀川文恵2

諸橋典 rセ)

尾鳥保了 1

船井洋子 3

古垣久代 3

長谷川祥子③
北村秀子1

赤木美智子 3 中村浩子 3

井上昌子②
山中淳子 1

門脇真由美 3

今達よしみ 3

山田放子3  谷村君江 3  内山憲「 3

駒村佐千■②
回中晶子 3

富回まゆみ② 本間聡子2
本郷幸登忠3

7

1

26 静   岡

25 愛  知

県 立 掛 川 西

県 立 富 士 宮 東

上 野
(川 日

渡 辺

官 城
7i  lll

2

人111清 1'3

吉111 1ll美 f3

高橋治美③
石川美千枝 2

四十
"1忠
rC)遠藤電技子③

渡辺光子 2

県 立 松 江 西

県  立   境

18 和 歌 山

県 立 御 坊 商 エ

県 立 新 宮

奈 良 市 立 一 条

19 奈   良

兵  庫

蔭
一
　

崎

園

尼立

学

市

田

崎

松

　

尼

園

四 条 畷 学 園

21 大   阪
人 谷

成 安 女 子

22 京   都

府

一
県

立 嵯 峨 野

' 
大  ,車

滋   賀

県 立 彦 根 西

県 立 宇 治 山 口 弘

，

代

雄

男

美

博

正

　

鈴

久

利

栄

城

口
　

村

中

藤

西

西

西

＜

野

田

伊

中

石川静ヂЭ
山川恭子 2

勝村真弓③
坂口智美2

吉沢ゆする3 野崎里花 2
島田まり1

二   重
県立宇治山口商業

県 立  員 弁
松 坂 女 子

中倉静子 3

日本悦子 3

石原厚子 3

平野せい子 3

守 山 女 子 商 業

(渡辺 景子 )
水 野
(渡辺

中 川
亀 井

市

＞

重

勇

子

桂

景

八

宝力京子③
加賀弓千3

迫口真由美③
松瀬満里 3

山本啓子 3

加藤宣子 3

金山美代子 3

市 
“̀  
学  園 神原文「

3  内藤愛子 3

県 立 吉 原 忠 行
茂広 )

宇佐美洋子③
イi'11オロイヽ2

み

子

義

ゆま
満

博

――――十一――――――――

71田 島さよ子 3 多田由美子 3
1富士川登久子3辻井寿枝 3

__上 _上



女 子 (3)

人

ロ
,■ 手 名学  校  名

監督 (コ ーチ )
マネーシャー

“

県   名

多賀洋子 1カロ藤順子 1

'|1崎
京子 1

梅田加代驚Э
阿部希実子1

声沢純子 3  渡辺富士子 3

広:mlL I(1)

iヽり|マ ■ヽ 1

県 立 大 垣 農 業

富 田 女 r 村

立

出

尻

足

野

＜

小

川

誌

―

香

一

男

泰

守

静

雄

27 妓   阜

名和千鶴 2松崎 史枝 3

呉本正美 2

片桐さとみ③
有賀美息子 2

下平みはる③
樋代さとみ2

瀬

沢

矢

本

三

百

ｒ

征

宮

司

＞

春

正

上

健

剛

美

忠

2

7

28

伊 那 弥 生 ヶ 丘

長   野   西

長 野

柿 崎 正 治

(府 岡 弘 )
中 'll 富士子
河 合 正 博

県 立 福 井 商 業

県 立 勝 山 精 華

29 相   井

30 石  サ||

一■

県 立 津 幡

幹

＞

子

弘

正

男

寛

恵

　

常

光

ロ

谷

　

野
光

原

井

谷

紙
＜

奥

善

石

松

31

県 立 上 市

商岡

女

滑

キ
司―

司

立

立

‐

‥

県

藤

県

富   山
業
―F
川

32

新 潟 青 陵

東

業

条

商潟
一二
一ＴＩ「君
一

立

立

県

県

新
目

一

38 山  1梨
県 立 甲 府 第 二

34

堂

　

東

院

階

　

津

二

　

更

学

子

　

木

―

孫

　

一工
‐

我

　

県

昭

佳

子

治

夫

一
葉

俊

建

部

野

井

野

阿

杉

向

牧

鈴村千恵美 3

室田晴美 2

山本小夜了く0
稲葉はるみ2

中村正枝②
北出京子1

能勢純子 2

2 夫ク、保晴美④ 六野直美3

松 本
(松本

森 田
長谷川

忠 之
芳青 )

敏 子
進

伊藤真利了3

山 .}弘雲KD
気谷悦
「 ③

横山泰 r②
寺内静代 3

田丸「尋 2

坂日順子|(D

1 需香真須美 3

山本民子()
遠藤治美 1

布 L茂美 3

広日1悦 子 1

土肥とし子 3 松谷優子 3

湊 淑子 3
人り|=和 美 3

坂本真紀子 3

五十里るり子 3

西田淑子 3

佐 藤 秀 夫

(堀 川栄美子 )

涌 井 泰 子
藤 岡 正 典

久須美 敏 雄

7 1大越美智子C)
1木伏文子 2

牛山富士子 3 前田真理子 2
樋口敏子 2

長谷川信江 3

星田ユ |,手
高 ||イト■3

古 沢 福 生

(新 津 勝 )
天 野 栄 子

上田正子③
坂本まゆみ2

オ多田,羊子③

駒井かをる2

初鹿洋―F短) 上屋千代子③
江原富美 r2

県 立 平 塚 商 業 雄

―

鈴

男

努

Ｆ
・

春

律

美

正

田

藤

田

見

辺

武

添

＜

清

‥

渡

7 小川恵子0
磯崎三枝子 3

守屋 緑③
柏木文江 3

柳下玲 F3
官代え打 3

神 奈 川

関 東 学 院 六 浦

県 立 厚 木 東

岩沢晃73
イi綿 ―美 3

渡 ,コ ,享 i3

二   階   堂 友

刀

崎

橋

功

国

＜

森

高

次

＞

子

三

江

忠

淑

恵

鋭

71大場三弥子③
.1

小池あき

'3 
′卜池節子 2

新垣柱子 1船崎はすみ 2
35 東   京

巣 鴨 女 子 商 業 3 鳥海富美栄 2 111`1久美子 2 五明良,113

7 斉藤智子 3

平野美千代②

斉藤千代,3
桜井裕子3

鈴木宏美 3

平川京子 2

酒サ|:美代子 3

佐藤美幸 3

瀬野清美①
||1日 尚子〈D

36 千   葉

県 立 川 越 女 子 1柿 沼
満

，

子

秋

４

十英

明

光

敏

7 後藤節子 3

伊藤恵美子 2

後藤登美 rt)中 村洋子3
林 孝枝2

埼

川口市立川口女子

玉

(村 山

金 子
五十里

サ|1 辺

岡島信子3

天田真江

宅熊幸r3  尾島|:「 3

77■

柄沢陽了3  外谷よ),r3

|

十一――一―

__L_ユ________

1県 立 行 日 女 子



■
'`

女 子 (4)

38

県 名 学  校  名

群   馬

県 立 渋 り|1女 r

県立前橋 東商 業

横 手
、渡辺
三井田

門 :合

人

，

美

一

茂
一
幸

明

憲

ム
‥

只̈

青木■lil'/2

手 名

監督 (コ ーチ )
マネ~ン ヤ~

土屋久美子③ 中沢美智子 3
鈴木育子 2

竹内朝子 3

加賀美淳子 2

石川祝子③  茂木美:世 10

木村喜美③
関口順イ‐2

沼能久了C)
日向野藤枝2

沼尾栄子 3

1:野早草 3

小川幸子 3

増山直子 2

渡辺豊子3  高瀬治子 3  石岡三紀3

高松良子 3

石口尚子 2

一
＞

子

江

紀

江

進

国

敦

淑

地

津

山

藤

日

赤

菊

＜

永

佐

辺

県 立 真 岡 女 子

県 立 日 立 第 二

3 栃   木

遠 井
(「 平

沢 村
号] チト
古 ロ

稔 男
美江 )

美千代

晃

紀 夫
市

橋

今

石

立

立

県

県

二

二

第

第

田

岡

大

石

立

立

県

県

精

妃都美

英 博

ロ

ロ

辺

森

藤

渡

山 形

47 北北海道

日 宮 護 夫

(岸  勝 昭 )
須 田 喜 ―
高 口I 呂 _
(奈良間信剛 )

名 和 和 子

小野玲子③
摯岡秋代 2

大原悦子 3

河野陽子 3

鷹鴫由美子く)
田崎有73

岡部恵子 3

菊池弥恵子 3
小沢寿美江③

40 茨   城

|'ι lし たか子 3

人森邦子 3
女津早南 3

1県

立 会 津 女 子 越

沢

内

井

瓶

田

大

―

谷

永

二

長 利
辰雄 )

八重子

祥  ―
健

秋山美喜子 3

杉口陽子 1

佐藤京子 3

池沢八重子 1

本名寿美 3 山ノ内久美子 3
今井宣子 1

1 福 島

商

女八ム

，
若

立

立

県

県
業
―F

渡辺多喜了く)
星がよ子 3

平野井敦 10
遠藤マチ r2

敬 愛 学 回 坂

坂

野

上

脇

脇

＜

佐

井

安 FI
チエ )

素美了

裕

佐藤厚了()
高屋美真子 2

沢木万里 rくD
藤田京子2

_浦佳子③  森沢澄‐FくD
伊藤裕美子 242 秋 田

県 立 羽 後

聖 和 学 国 吉 回 野

野

藤

原

今

今

―

伊

菅

虔

―男 )

美由喜

保

孝―rくD 大友千賀
「
③

板橋啓 r・ 3
鈴木和手 3  鈴木孝子 3
中川ひとみ 2赤間はるみ 3

2 佐藤順子③  阿部裕子3

県 立 千 厩 鈴 木 龍 助

(佐 々木彦士 )

金 今 君 江

松 尾 良 一

駒 井 輝 子

米合恵了O
対島美智子 2

斉藤洋
「 ③

鹿又良子 2
小野寺米子 3 北条信子 3
小山範子2

岩 手

盛

専

岡  市  立 「。J部尚子3

高橋千賀子
佐々木貴子3

修 大 学 北 上

|千 葉 学 同 藤

渕

葉

浦

苗

石̈

佐

‘

千

二

蒔

明

，

満

二

勇

男

正
光

　

勇

勝

片沼弘子 3

村越麻輝子 2

本田励争③
榎本真知子2

家口康子③
久保昌代 2

・ .    13

青 森

県 立

立

i,t 岡

石
浅利羊子 3

松田敦子 3

伊藤智理イ・3
県

札 幌 静 修 横 山
(谷 浦
俊 之
隆 )

美智子

国 勝
暉 彦

宮越美智子③
上坂君子2

河合由美イ()
鈴木洋子 2

福家康子 3

藤井美雪 1
南北海道 口

谷

野

山

熊

天

オし  ,1  1じ ＋

東
池裕美子
生駒展子 3面 館

帯 広 人 谷 島野恵子③
高谷陽子 1
日村真由美 3

日山裕子②
高橋友江 1

道下美和 r3

田垣恵羊子2 浦野弘子 2
′∫ヽ野IFi手

芽

県 立 真 室 川 7 |.^_'13 長沢広美 3

栗口定子 2

矢口洋子③
早川典子③
清水礼子2

本間浩―rO
中鉢恵イ()

―十

■――

431宮  城

――■―――――――斗―+

1塩
釜  女  r

――ト

県 立 新 庄 南
|

高港麻紀 r3

L

福原友子 2  今日 トン子 1
山口しづ江 3

今回真葡I〈』)
鋼田正チ 2
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試 合 番 号

県   名
トー タ ル ス コア

県   名

学 校 名

1交|口 ]校
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二-1()

′`
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~名学 校

氏 名
嘔

ィ
ア
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一
　

¨

一
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一
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一
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一

二

　

一
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一
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二

二
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三
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′枝名

氏
ι
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一
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(団 体 の 部 )

チー ム厖 試 合 番 号 チーム厖

県   名
男・女

県 名

.I本
交 名

|:ヽ lt
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学 校 名

ヽ
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氏 名

鳴
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氏 名
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∫
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{
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||'3

| |
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男 ・ 女

単 ・ 複

.子
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|ヽ  名
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.
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氏  名

県  名
男 ・ 女

単 ・ 複
|′lt 名
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キ
∫

人  の
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トー タ ル ス コア

(ポ ィント)

県  名

試 合 番 号
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くインターハイ開会式会場途 中〉

ぜ ひお立寄 りくだ さって

冷 たい水 で

出来立 ての でん六豆 を味 わ って くだ さい

ピーナッツの トップメーカー  株式会社

無料休憩所開設

,

専売公社

でん六

宅L“
く本社〉山形市清住町3-2-64
東京・大阪・仙台

+小
○

山形駅西 口→

一山形はでん六のふるさとです 一
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種 開催地
エロ

↑王

1 サ  ッ  カ 山形 市(山 形) 8月 2日 ～8日

2

3
弓       道
パレーボール(男子)

′,

,,

8

8

月

月

2日 ～4日

2日 ～5日

4

5

卓
承
ユ

球

山

′′

米 沢 市(山 形)

8月 8日 ～12日

8月 2日 ～6日

6

7

体

弄
木

操

;首

′′

鶴 岡市(山 形)

8月 3日 ～5日

8月 2日 ～4日

8

9

水      泳
バレーボール(女子)

′′

酒 田市(山 形)
8月 2日 ～8日

8月 2日 ～5日

10

11

ボ

軟

ク ン  ン

式 庭
グ

球

″

′′

8月 2日 ～7日

8月 5日 ～10日

′′ 8月 2日

8月 4日′′

12

13

バ

貪|

ド / ト ン

道
新 庄市(山形 )

寒河江市(山 形)
8月 2日 ～6日

8月 2日 ～4日

′′  8月 1日
総合開会式 8月 1日

|,

"

14

15

レ  ス  |, / グ

ハ ン ド ボ
'レ

L山 市
東根 市

山

山

形

形

8月 2日 ～5日

8月 2日 ～7日

16

17
相

自 転

撲

車

南 陽市

紫 波 市

山 形
岩 手

8月 2日 ～4日

8月 2日 ～5日

′′

種目別開会式 8月 2日

18

19

フ ェ ン ンング
バスケットボール

1山

福

′、

「
1

:●

姉

市(宮

市(福

城)

島)

8月 1日 ～4日

8月 2日 ～7日

8月 1日

8月 1日

20

21

ウェイトリフテング

庭      球
いわき市(福 島)
′I

8月 2日 ～4日
8月 2日 ～8日

′′ 8月 2日

8月 1日′′

22

23

描
1日 挺

,レソフ トボ
高郷 村(福

郡 山市(福

島)

島)

8月 2日 ～5日

8月 2日 ～9日

′′

″

24

25

水 泳 (飛 込 )

↓       ル
′1ヽ     ｀ソ     

・ノ

水 戸市(茨

世田谷区(東

城)

京)

8月 1日 ～3日

8月 8日 ～12日

″ 8月 1日

8月 8日′′

26 |ヽ
ヨ ソ 藤 沢 市(神奈川) 8月 9日～12日 ′′ 8月 8日

昭和47年度全国高校総合体育大会夏季大会日程一覧

備  考
総合開会式
8月 l I1  15‖キ30分

種目別開会式 8月 7日

8月 2日

′′

′′

′′

′′

′′

′′

′′

日
】

日日

，
４
　

０
′
一

口月

日月

ｏ
Ｏ
　
ｏ
０

8月 1日
|

8月 1日
|

ヽ

8月 2日

8月 1日
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第23回全国高等学校バドミントン選手権大会

日本バ ドミン トン協会検定合格

水鳥ファストゴールド

ファストシルバー

4工、
`
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全国大会使用球
ファス ト印 ンャ トル コック
製造発売元

有 限 会社

営業所

ジャワ商会
山形市六日町 7-28
TEL(22)3994(■3議:)
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ヾ
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ご婚礼家具 。応接 セ ヽ

サイ ドボー ド・ユニ ヽ

全 国ネ ッ トでインテ リアに貢献 す る

｀
さいほ く、、は誠実をモットー‐に
家具創 りに専念 しています。

・食器戸棚

家具

ｋ
ｌ
　
ヽ
―

ソ

　

ソ

翻h式書社 長 」ヒ‖青密
山形県新庄市金沢 1125 丁EL(2)1931代)
TEL(03)968-0636
TEL(05613)《 t)9-1581
■
・
1巨 L_(06) (909)“06917
TEL(0762)lt)(42)7191
TEL(08656)3-1501
TEL(01912)5-2511
TEL(0236)41-8721～ 8722

社

京

屋

阪

沢

山

手

形

古

本
東
名
大
金
岡
岩
山
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社員募集中.″あなたの幸福を約束 します。
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